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頼久井イセさん88歳　水　梨（由照量）

志賀テイさん囎歳坂下（橋場）
佐藤　秘美さん　騒歳　藤内名（大　城）

蕩橋　　諌さん80歳炎水島（単　八）

小賢塚　正さん　80歳　藤　倉（風　張）

藤村　仁作さん　75歳　湯　蓋王1（不老閣）

掌9霧1霞から9月3（）費までの儘患分です．

率広報に載せてほしくない方は、煽繊の時に

　窓llコにお話ください，、
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20露　　入権・行政相談

22黛　県惣事選挙投票B

288　町美術展29ξiまで

298　農業祭・芸能祭
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4猿　少年の主張郡大会

　　　　　　松之撫中学校

14霞　敬老訪闘

20弱　議会定例会221ヨまで
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懸

ざく薫　材糊入分

ゴボウ’150菖　ニンジン・50呂　こんにゃ＜・妻枚

タケノコ弓00暮シイタケ・2枚焼き豊腐・摩丁
ちくわ・2本　罵肉弓00蕩

氷、醤シ窃大さじ2、》璽大さじ3

作り方

①ゴボウ、ニンジンは3C搬長さの午切り。

②罵肉は1〔コ大のそぎ切り。

③その穂の野粟は短総に切る。

④ニンジンを除いた材料全部を鍋に入れ、酒とひたひ

　たの承に入れて、一煮夏ちした5ニンジン、醤湧を

　入れて味を調えるひ

姫

一へ◆

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・◆

　イカのいんろう煮

　イカ、こ：ンジン、生シイ9ケ、∈3滝、穫登、サラダ濃1、

　砂糖、醤油、塩1、卵、調味料く醤濾、溝酒．砂糖）

　作り方
　①イかは是の付け根を強っ張り、騰をっけたまま裂き叛

　　＜。綱の皮をあき、水気をふ＜．胴に縦に浅く穆丁目

　　を入れ、星は纒かく切ってお＜。

　㊤ニンジンは3c磯の千切りにする。白滝は熱湯をかけ、

　　食べやずい長さに切る。

　⑨鍋で油を熱し、ニンジン、瑳3滝、シイタケ、イカの是、

　　枝萱の順に妙め、砂糖、醤鴻、塩で味付ける火から

　　下ろし、卵を割り入れ、拳攣くかき混ぜる．

　④綱に③を諾め、0を楊枝で止める．

　⑤調味料を煮立てた劇こ④を入れ、転がしなが55～6
　　分煮る、

　⑥⑤が冷めてから、濠さl　c麟の輪切りにして出来上がり。

山芋の一〇携げ

山芋、ノワ、醤潮、油、みりん、あられ

作り方

①由蕃はずりおろして、さらに総かくなるまですり鉢で

　する．

②細かくなった宙蕃に調昧を船え、一〇位に1ちぎった宙

　芋に軽くあられをまぶす。

③ノリにくるんで油で揚げる。

一〇メモ

　由芋の料理は、お酒の友として大変霧ばれまず。料理

も簡単なので、わが家ではとても璽宝しています．揚げ

るとき、手皐く濾にくぐらずのが⊃ツでず砕わさび醤油

でお召し上がりください。

←

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　←

　大根菜の五自妙め

　大根菜、妙り卵、ゴマ、桜工ビ、シラヌ、ご謹海

　サラダ油、醤油、酒

　⑦大根菜を塩ゆでし、縄1かく切り、オく気を農く絞る。

　②妙り卵を作る。

　③シラユぱさっと熱湯に通す．

　④サラダ油を熱して、①の材料を妙める。②③の材料、

　　ゴマ、桜工ビを舶えて、醤油、酒、ごま油でお嬉みの

　　味に整える。

　一ロメモ1

　　妬みの翼の内容や味越けを楽しむことが出果まず．こ

　の時朗にたくさん取れて、栄養たっぶりのヂ大根菜3を

　上1手に1秘罵しましよう砂

i作り方

」

3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　繍欝遡轡曇甥駐

中華風栗おこわ　　轡料4入分

楽・2合　もち米・1合　あき粟・200鼻

焼き豚・捻0菖　　　生シイタケ1パック

こンジン・609
ズイ1又ターソーヌ・大さじ1豊　酒・大さじ2

鶏ガラヌープの素・小さじ1塩・小さじ曇
：ゴマ油・小さじ等壱　　1水・慰0醒

作り方

⑦米ともち米は、といでからざるに上げて水気を切る。

②栗は、渋皮をあき、摩分に切って、水にさ5してお

　＜。

⑤シイタケ、ニンジン、焼き豚は、さいの目に切る。

④炊飯罷に米、もち米、調味料、水を入れひと混ぜし、

　栗、焼き豚、シイタケ、ニンジンをのせて、普通に

　炊＜。

←・

』．

ノ気、

癖’

ワカメとヒジキの中華風サラダ棚勲人分
干しワカメ、ヒ：ジキ（乾燥）、春雨・各綿落

焼き豚・等00g　キュウリ・霊本　ニンジン・30g

塩・適曇

ドしツシング　砂糖・小さじ1　ポン酢醤油・大さじ4

　　　　　　ゴマ油・小さじ2
作り方

⑦峯しワ1わメとヒジキを震iし、さっとゆでるゆ春雨は熱

　湯に槍分ほどつけて戻し、4c醗長さに1切ります、

③焼き豚は纒切りにします。キュウリ喋本は編適農墾を

　降って板ずりし、塩を洗い涜して総切りにし、ニンジ

　ンも極総切りにしてさっと湯が＜。

④ドしツシングは、ボールに砂糖、ポン酢醤油、ゴマ濡

　を入れて、泡立て器で混ぜ合わす、

⑤④のボールにワカメ、ヒジキ、春雨、焼き豚、キュウ

　ワ、ニンジンをカ§えてよく混ぜ合わせ、器に盛る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
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も
の
は
栄
養
も
風
味
も
簸
葛
で
、
安
く
買
え
ま
す
。
松
之
山
町
で
は
、

燗
で
取
れ
た
越
冬
馬
や
漬
け
物
に
す
る
野
菜
が
、
｛
番
豊
富
な
の
が
今
の
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
農
業
祭
で
は
「
わ
が
家
の
味
自
慢
」
と
し
て
、
毎
年
家
庭
料
理
を
出
贔
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
れ
を

参
考
に
腕
を
振
る
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　　　　ノ、＼＼

1毎
　　　　転～、　＼＼、　ノ
　　　　ヤヘヘ　　　　　ヤリ
　　　　　、　　　　　　、＼、、、！

　　　　の
　　　　ノ箔’、・帆＼帆

藩毎

の

を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
て
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懸嚢灘

奨励賞r母と子』

　小見美晴さん（黒倉〉

郡
展
賞

　
「
遠
い
日
」

佐
藤
愛
子
さ
ん
（
曽
根
）

奨
励
賞
「
良
寛
詩
偏

　
　
　
　
ギ
が
　
　
　
さ
ん
パ
れ
　
　

薮
灘
薇
煮
幽
刷
輪
冶
謎

舞
繭
象
霧
融
、
ミ
編
・
鑑
鞘

礁
戴
鷹
菱
仙
奄
¢
，
鞠
奮
、
蕪

籍
磁
劣
轟
β
へ
豫
良
鍼
、
．
謝

第檜翻東頸城郡糞術展覧会（以0下郡展〉が狛角総8から38

闘、松之山釘民体薄館で醐催され、郡内各地から7（購名が来場し

ました。

郡展は、葎極聾都内六晦柑、会場持ち＠りで行われているもの

で、郡内筏住の美衛愛妨家の力作が一一堂に会しまず。作品は、絵

團部門や彫塑・工芸部鱒、馨遵部門、写真部静弩に分かれ、全部で

244作品が会場を所狭しと展承されていました。来場した人も一

つ一つの作晶をじっくり丁寧に鑑賞し、綺間の経つのも慮れてい

るようでした。

今回は、地元闘催ということもあり、松之由晦か5の患畠作も

多＜、芸衛の秋にふさわしい郡展でした。絵懸部門で蟹根集落の

佐藤愛箏さんが郡展輿を受賞したほか、松之山町では全部で7点

の作品が入寅しました。

奨励賞「輝いて」

　　　　山口清治さん〈湯之鶴〉

奨
励
賞
「
七
書
句
秘

　
　
　
　
　
相
澤
空
見
子
さ
ん

欝
徽
礁
謬
め
、

灘霧・

肖
颪
婁
鞍

ん
（
水
梨
〉

解
美
玄
鰍

審査黄特溺賞
r大好きなおじいちゃん感

　　　小野塚良美さん
　　　　　　（上籔池〉

潔
・
難
酢

奨励賞ヂ劉劃

瀧澤瑠菱さん（天水越〉

　
　
烈
世
紀
の
県
知
事

　
　
　
平
山
征
夫

　
　
　
　
　
小
林
民
に
鍛
万
票
差

　
紐
期
満
了
に
俸
う
第
十
六
醸
県
簿

事
選
が
十
月
二
十
二
磁
に
投
票
、
即

黛
開
票
さ
れ
ま
し
た
．

　
黒
選
を
懲
指
す
平
撫
簸
央
疑
、
崩

籍
漂
市
長
で
新
入
小
林
一
三
氏
、
新

潟
勤
労
轡
鷹
療
協
会
理
纂
長
で
新
人

審
樫
昭
次
翫
の
三
候
補
が
、
十
月
烈

欝
の
管
承
後
、
激
し
い
選
挙
戦
を
展

闘
し
ま
し
た
．

　
醐
票
の
結
果
環
職
の
平
慮
征
央

氏
が
、
小
林
疑
に
二
十
照
万
票
藻
で

三
選
を
果
た
し
ま
し
た
、
県
内
の
投

｝
票
』
率
は
六
黛
・
五
九
％
で
、
松
之
由
一

跡
で
は
八
繭
・
七
薫
％
で
し
た
．

　
選
挙
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
．

■
　
　
、
　
『
『
『
』
－
、
　
1
．
、
P
、
・
轟
く
毒
畳
■
。
隊
　
肖
錘
㌔
中
極
、
㌻
脚

… 松之山町開票獲結果

軒　　　　　　　買
　平山征夫

憧
ト
ー
三
次
一
欝

＾
　
欝

林
樫
小
冨

射
ー
ー
蓼
ー

王⑳7鐵1
　　　　達

399票

投票鞍薮マ
　　　　　セ巖終禽権春数

王90票　噂

　　　■

舞準薮…講
2．7王7票

2．302票

　　　　　　　　　、　で
　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　選県知事選闘票結果　　　を

　　　　　　　　　　　果
　　　　　　　　　　　た
当6鉱849簸縦夫　　し
　447，089小林…三ま
　　　　　　　　　　　し
　97，932富樫昭次　　　　　た

氏は
に

ハガキによるクーリング・オフの記載｛列

国
「
…
ー
…
，
…
…
…
…
ー
…
」
　
「
劉
馴
矧
知
　
ー
」

藁
箒
8
町
　
｝
　
警
叢
。
§
霧
　
｝

株
麹
鋸
繕
。
工
繍
犠
§
　
　
｝

　
　
　
　
　
代
表
取
響
様
画
鑛
羅
・
　
鐡
・
し
ま
す
｝

ー
謡
締
窒
隣
鍵
欝
ー
」

　
　
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
簡
易
書
蟹
で
送
り
、
奮
面
は
簿
ピ
ー
し
て
下
さ
い
。

いったん契約したけど、やめたい。業管から無理に契約させら

れた。契約後よく考えたら必要がなかった，期待していた内容と

違っていたなど、溝費轡著惰の占める契約トラブルは増蜘してい

ます、そこで滴費毒が適正な契約をすることが患来るようにクー

リング・オフ潮度があります、

クーリング・オフ制度とは

溝費灘がいったん蜜込や契約をした場含でも、契約の内容を明

らかにした書藤交付を受けたξ1から一定期間、滴費毒に熟盧期問

を与え、必要がないと考えた場舎には、滴費奢からの…方的な申

込み撤園や契約解除を認める髄度です。

クーリング・オフを行うと、その契約は取り溝され、違約金な

どを業春に払う必要はありません。また、すでに受け取った繭贔

は業脅に遜し、支払った代金があれば、その金額を遼してもらえ

ます．

こんな時はクーリング・オフできないことも

クーリング・オフには翔間の欄限があります，…般的には、契

約してから8猿目以、ヒ過ぎるとクーリング・オフできなくなりま

す。また、商磁を麗封したり、使期してしまうとクーリング・オ

フが串来ないことがあります。契約内容をよく確認し、速やかに

手続きをとりましょう．
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1

　　㎜　一　鞘㎜9

　叡穫の欝びを瞬縦みんなで筏う農業祭が、自然休

養村・鰐脱体脊館を会場に芸能祭・鑓衛展とあわせ

て欝月29臼に躍催され、2苧人を超える来場脅でに

ぎ矛）いました。また、今織は津軽，三三瞭線奏賓の茂岱

一声さんが一一座を樹き連れ、至芸を披露してくれま

した。

湊

津軽の雪と薦海を懇わせる激しい三味線演奏でした

　　　　　　　　　　　w一　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　［吊　『　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　｝　　　　　　　　一　　　　　　　『　■　　　　　　　皿　　　　　　｝　　　　　軸　　　　　■晒　　　　印　　　　Wr　　　　願　　　｝r　　　嚇　　軸　　嚇　｝　嚇　い
嚇嚇

園
園
團
圏
囲

　
　
　
　
　
圃
因
回

予期せぬ地震

　
先
繕
発
盤
し
た
鳥
取
薦
部
地
震
。

震
獲
六
と
い
う
私
に
は
懇
像
も
つ
か

な
い
大
童
さ
で
し
た
．
番
綴
県
の
友

人
が
「
阪
神
大
震
災
に
近
い
櫨
揺
れ

た
幅
と
洩
ら
し
て
い
ま
し
た
．

　
』
瓢
幹
線
は
藏
ま
り
、
東
駅
駅
で
は

改
札
や
発
券
窓
欝
に
は
授
蛇
の
列
．

鞍
講
も
繋
が
ら
な
い
状
態
で
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
照
っ
た
表
櫨
を
し
て
い

る
人
を
晃
か
け
ま
し
た
．

　
こ
の
所
金
圃
各
地
に
お
い
て
大
き

な
自
然
災
審
が
頻
繁
に
発
窺
し
、
ま

さ
に
働
紀
宋
の
予
穿
を
競
す
か
の
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
濁
東
醐
に
お

い
て
も
小
幾
模
な
地
震
が
観
測
さ
れ

始
め
て
い
ま
す
．

　
そ
こ
で
心
醍
に
な
る
の
が
、
販
神

起
震
災
を
思
い
麓
こ
す
よ
う
な
都
心

の
災
薄
で
す
．
東
鎌
は
醐
騰
ビ
ル
が

建
ち
並
び
、
地
峯
に
は
鉄
道
・
道
路

6

験
、、属

　
オ
ー
ブ
ニ
ン
グ
に
は
、
佐
藤
町
畏

や
農
業
醐
係
麿
に
よ
る
鏡
翻
り
が
行

わ
れ
、
樽
灘
が
来
場
毒
に
綴
る
舞
わ

れ
ま
し
た
．

　
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
鴛
千
食
用

慧
さ
れ
た
お
に
憲
り
、
な
め
こ
艸
、

墾
糞
ち
そ
ば
、
も
ち
が
十
…
時
よ
り

鐵
さ
れ
籔
し
た
、

　
野
薬
の
即
売
に
は
、
囎
始
賄
か
ら

大
勢
の
行
列
が
で
き
、
糊
意
さ
れ
た

松
之
出
産
の
ネ
ギ
、
大
根
、
灘
漿
、

野
沢
漿
な
ど
三
十
黒
種
類
の
野
菜
が

瞬
く
問
に
売
れ
て
い
ま
し
た
、

　
自
然
休
養
穏
セ
ン
タ
ー
慧
階
大
会

議
鍵
を
会
場
に
美
術
展
が
闘
催
さ
れ
、

郡
美
衛
展
に
鐵
蕪
さ
れ
た
作
論
を
嬬

め
、
澱
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
書
遜
、

絵
爾
、
厚
轟
、
盤
け
花
な
ど
の
作
撮

が
会
場
を
勝
狭
し
と
展
承
さ
れ
、
楽

場
さ
れ
た
方
も
作
最
を
一
つ
｝
つ
丁

攣
に
鑑
欝
し
て
い
窯
し
た
。

　
町
難
体
育
館
に
お
い
て
、
芸
能
祭

が
行
わ
れ
、
文
化
協
会
芸
能
部
㎜
門
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
舞
踏
、
鰻
緩
、
詩

吟
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
患
演

麿
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
観
客
を
筋

に
鷺
畷
鍛
え
た
昆
事
な
聾
を
披
露
し

て
い
寂
し
た
。

　
ま
た
、
今
麟
は
茂
岱
｝
驚
き
ん
一

座
が
箆
褻
な
津
軽
撒
味
線
を
演
奏
し

て
く
れ
ま
し
た
。
「
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら

節
幅
や
「
津
軽
あ
い
や
節
幅
な
ど
が

演
奏
さ
れ
、
獅
田
集
落
の
久
保
霞
茂

維
さ
ん
が
鍵
譲
を
歌
い
競
演
し
ま
し

た
。
津
軽
．
一
味
線
の
激
し
い
曲
は
、

灘
軽
の
厳
し
い
冬
や
驚
海
を
想
轍
さ

せ
る
ほ
ど
、
素
麟
ら
し
い
も
の
で
し

た
．

ま二　芸§廷祭は舞踊。屍謡・詩吟な1ど全吾霧で22ラ輿目力壁披露さ

　　れました

下　ま洲手歌舞伎保襟会と佐藤鴛子さん、由口清治さんが

　　文化協会表彰されました

が
張
り
巡
ら
さ
れ
入
鶯
だ
け
で
な
く

窯
澗
化
が
趨
こ
っ
て
い
ま
す
。
建
物

に
お
い
て
も
倒
壊
を
指
摘
さ
れ
る
も

の
も
多
く
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
大
地
震
を
港
え
る
と
常
に
不
安

に
な
り
ま
す
。

　
多
人
種
が
行
意
交
う
都
心
に
お
い

て
、
災
磁
、
時
の
対
応
に
は
隈
慶
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
含
楽
奪
焼
活
を
し
て
、

今
だ
飼
処
に
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る

の
か
は
掘
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
幾
つ

か
の
遊
難
所
を
晃
つ
け
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
災
審
時
に
ど
の
よ
う
に

選
難
す
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
．

　
東
窟
は
観
光
地
で
も
あ
り
、
経
間

の
入
顧
は
籍
は
ず
れ
に
多
い
わ
け
で

あ
り
、
実
際
遷
難
誘
導
等
は
容
易
で

は
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
将
来
騨
東
大
震
災
ク
ラ
ス
の
地
震

が
来
る
の
か
來
な
い
の
か
．
今
の
段

隣
で
地
震
の
予
簿
は
難
し
い
と
さ
れ

て
お
り
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の

備
え
は
し
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
と
思
い
談
し
た
。

　
地
震
大
麟
総
本
．
棄
黛
の
み
な
ら

ず
い
つ
ど
こ
で
大
災
霧
が
発
盤
す
る

か
分
か
り
豪
せ
ん
．
門
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
恥
の
こ
と
わ
ざ
の
通
り
、
皆

さ
ん
も
今
一
震
確
認
し
て
見
て
は
い

か
が
で
す
か
？

7



1
創
卜
卜
1

　　㎜　一　鞘㎜9

　叡穫の欝びを瞬縦みんなで筏う農業祭が、自然休

養村・鰐脱体脊館を会場に芸能祭・鑓衛展とあわせ

て欝月29臼に躍催され、2苧人を超える来場脅でに

ぎ矛）いました。また、今織は津軽，三三瞭線奏賓の茂岱

一声さんが一一座を樹き連れ、至芸を披露してくれま

した。

湊

津軽の雪と薦海を懇わせる激しい三味線演奏でした

　　　　　　　　　　　w一　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　［吊　『　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　｝　　　　　　　　一　　　　　　　『　■　　　　　　　皿　　　　　　｝　　　　　軸　　　　　■晒　　　　印　　　　Wr　　　　願　　　｝r　　　嚇　　軸　　嚇　｝　嚇　い
嚇嚇

園
園
團
圏
囲

　
　
　
　
　
圃
因
回

予期せぬ地震

　
先
繕
発
盤
し
た
鳥
取
薦
部
地
震
。

震
獲
六
と
い
う
私
に
は
懇
像
も
つ
か

な
い
大
童
さ
で
し
た
．
番
綴
県
の
友

人
が
「
阪
神
大
震
災
に
近
い
櫨
揺
れ

た
幅
と
洩
ら
し
て
い
ま
し
た
．

　
』
瓢
幹
線
は
藏
ま
り
、
東
駅
駅
で
は

改
札
や
発
券
窓
欝
に
は
授
蛇
の
列
．

鞍
講
も
繋
が
ら
な
い
状
態
で
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
照
っ
た
表
櫨
を
し
て
い

る
人
を
晃
か
け
ま
し
た
．

　
こ
の
所
金
圃
各
地
に
お
い
て
大
き

な
自
然
災
審
が
頻
繁
に
発
窺
し
、
ま

さ
に
働
紀
宋
の
予
穿
を
競
す
か
の
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
濁
東
醐
に
お

い
て
も
小
幾
模
な
地
震
が
観
測
さ
れ

始
め
て
い
ま
す
．

　
そ
こ
で
心
醍
に
な
る
の
が
、
販
神

起
震
災
を
思
い
麓
こ
す
よ
う
な
都
心

の
災
薄
で
す
．
東
鎌
は
醐
騰
ビ
ル
が

建
ち
並
び
、
地
峯
に
は
鉄
道
・
道
路

6

験
、、属

　
オ
ー
ブ
ニ
ン
グ
に
は
、
佐
藤
町
畏

や
農
業
醐
係
麿
に
よ
る
鏡
翻
り
が
行

わ
れ
、
樽
灘
が
来
場
毒
に
綴
る
舞
わ

れ
ま
し
た
．

　
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
鴛
千
食
用

慧
さ
れ
た
お
に
憲
り
、
な
め
こ
艸
、

墾
糞
ち
そ
ば
、
も
ち
が
十
…
時
よ
り

鐵
さ
れ
籔
し
た
、

　
野
薬
の
即
売
に
は
、
囎
始
賄
か
ら

大
勢
の
行
列
が
で
き
、
糊
意
さ
れ
た

松
之
出
産
の
ネ
ギ
、
大
根
、
灘
漿
、

野
沢
漿
な
ど
三
十
黒
種
類
の
野
菜
が

瞬
く
問
に
売
れ
て
い
ま
し
た
、

　
自
然
休
養
穏
セ
ン
タ
ー
慧
階
大
会

議
鍵
を
会
場
に
美
術
展
が
闘
催
さ
れ
、

郡
美
衛
展
に
鐵
蕪
さ
れ
た
作
論
を
嬬

め
、
澱
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
書
遜
、

絵
爾
、
厚
轟
、
盤
け
花
な
ど
の
作
撮

が
会
場
を
勝
狭
し
と
展
承
さ
れ
、
楽

場
さ
れ
た
方
も
作
最
を
一
つ
｝
つ
丁

攣
に
鑑
欝
し
て
い
窯
し
た
。

　
町
難
体
育
館
に
お
い
て
、
芸
能
祭

が
行
わ
れ
、
文
化
協
会
芸
能
部
㎜
門
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
舞
踏
、
鰻
緩
、
詩

吟
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
患
演

麿
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
観
客
を
筋

に
鷺
畷
鍛
え
た
昆
事
な
聾
を
披
露
し

て
い
寂
し
た
。

　
ま
た
、
今
麟
は
茂
岱
｝
驚
き
ん
一

座
が
箆
褻
な
津
軽
撒
味
線
を
演
奏
し

て
く
れ
ま
し
た
。
「
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら

節
幅
や
「
津
軽
あ
い
や
節
幅
な
ど
が

演
奏
さ
れ
、
獅
田
集
落
の
久
保
霞
茂

維
さ
ん
が
鍵
譲
を
歌
い
競
演
し
ま
し

た
。
津
軽
．
一
味
線
の
激
し
い
曲
は
、

灘
軽
の
厳
し
い
冬
や
驚
海
を
想
轍
さ

せ
る
ほ
ど
、
素
麟
ら
し
い
も
の
で
し

た
．

ま二　芸§廷祭は舞踊。屍謡・詩吟な1ど全吾霧で22ラ輿目力壁披露さ

　　れました

下　ま洲手歌舞伎保襟会と佐藤鴛子さん、由口清治さんが

　　文化協会表彰されました

が
張
り
巡
ら
さ
れ
入
鶯
だ
け
で
な
く

窯
澗
化
が
趨
こ
っ
て
い
ま
す
。
建
物

に
お
い
て
も
倒
壊
を
指
摘
さ
れ
る
も

の
も
多
く
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
大
地
震
を
港
え
る
と
常
に
不
安

に
な
り
ま
す
。

　
多
人
種
が
行
意
交
う
都
心
に
お
い

て
、
災
磁
、
時
の
対
応
に
は
隈
慶
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
含
楽
奪
焼
活
を
し
て
、

今
だ
飼
処
に
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る

の
か
は
掘
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
幾
つ

か
の
遊
難
所
を
晃
つ
け
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
災
審
時
に
ど
の
よ
う
に

選
難
す
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
．

　
東
窟
は
観
光
地
で
も
あ
り
、
経
間

の
入
顧
は
籍
は
ず
れ
に
多
い
わ
け
で

あ
り
、
実
際
遷
難
誘
導
等
は
容
易
で

は
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
将
来
騨
東
大
震
災
ク
ラ
ス
の
地
震

が
来
る
の
か
來
な
い
の
か
．
今
の
段

隣
で
地
震
の
予
簿
は
難
し
い
と
さ
れ

て
お
り
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の

備
え
は
し
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
と
思
い
談
し
た
。

　
地
震
大
麟
総
本
．
棄
黛
の
み
な
ら

ず
い
つ
ど
こ
で
大
災
霧
が
発
盤
す
る

か
分
か
り
豪
せ
ん
．
門
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
恥
の
こ
と
わ
ざ
の
通
り
、
皆

さ
ん
も
今
一
震
確
認
し
て
見
て
は
い

か
が
で
す
か
？

7



l
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り
ト
ト
ー

武鼓グん一ブ

ひのき屋公演

笛や太鼓で踊ったり

　　　　楽しい演奏会でした

わが家の人気者

蝉きの　　　　　　　　　　　　　　1

雪乃ちゃん登場（2歳）1
　　　　　　　　　　　　　ミ　小野塚康彦・紀久江さん長女　1

　　　　　　湯由（山木や）　1
　　　　　　　　　　　　　き　家では「ゆき、ゆきちゃんj　i
　　　　　　　　　　　　　きと呼ばれています。好きな食べ　i

　　　　　　　　　　　　　ミ物は、お魚、とオムライス、イク　i
ラが大好きです、特にお魚の目　i

　　　　　　　　　　　　　…
が好きでペロッと食べちゃいま　1
　　　　　　　　　　　　　きす。砂場でごちそう作り、混ぜ　i

混ぜしながらカレーやケーキを　i
　　　　　　　　　　　　　き作って遊んでいます。　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　き　この前、デイズニーランドに　1

　　　　　　　　　　　　　き行って、大好きなミニーちゃん　1
　　　　　　　　　　　　　きにあっで一緒に写輿を撮ってき　i

　　　　　　　　　　　　　モました。簸近、キティーちゃん　i

のエプロンをして、お掃除をし　i

たり、お茶碗などを洗ってくれ　i

たり、ごちそうを作ってくれた　i

　　　　　　　　　　　　　もりとよく稼いでくれます、　　　i
　　　　　　　　　　　　　きζお母さんからσ）一護】　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　き　人の気持ちが分かるような、　1
　　　　　　　　　　　　　きやさしく明るい女の子になって　1

　　　　　　　　　　　　　セほしいです。　　　　　　　　　i

紹
刷
⑳
辮
耀
糊
繕
翫
鋤
、
酬
ー
、
難
響
樹
翻
酬
i
…
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獣
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
郡
螺
野
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皮

臼
に
溝
民
体
脊
館
に
お
い
て
公
演
を

行
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
先
立
ち
、
簡
欝
に
跡
内
の

保
膏
園
晃
を
集
め
て
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
き
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
が
「
お
…
い
、
ひ
の
き

屡
漏
と
大
き
な
声
で
呼
ぶ
と
、
会
場

の
後
ろ
か
ら
チ
ン
ド
ン
騰
さ
ん
の
よ

う
に
に
ぎ
や
か
に
、
笛
や
太
鼓
を
鳴

ら
し
な
が
ら
墨
場
し
ま
し
た
。

　
朝
の
慌
た
だ
し
さ
を
曲
に
し
た

「
朝
ね
ぽ
う
漏
や
ア
フ
リ
カ
の
リ
ズ

ム
を
取
り
入
れ
た
「
ド
ッ
コ
イ
ダ
ン
ダ

カ
置
㎜
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
「
八

丈
島
た
い
こ
漏
な
ど
の
有
名
な
曲
を

大
小
い
ろ
い
ろ
な
太
鼓
や
楽
羅
で
演

奏
し
ま
し
た
。

　
字
供
た
ち
は
、
ひ
の
き
量
さ
ん
の

太
鼓
の
迫
力
に
「
す
ご
い
聖
㎜
の
、
甥
葉

を
連
発
し
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

臨
、
・

桝
難
　
、

鍵

　
灘牌
繕
．
　
　
灘
灘

灘
謬
　
　
灘
麗

チ
ン
ド
ン
屋
さ
ん
み
た
い
に
登
場

　
獅
子
舞
な
ど
も
あ
り
、
獅
子
が
近

づ
く
と
子
供
た
ち
は
会
場
中
を
逃
げ

　
回
り
、
中
に
は
泣
き
出
す
．
重
も
い
ま

し
た
、
簸
後
は
膏
森
の
「
ね
ぶ
た

祭
幅
を
再
現
し
た
曲
で
、
会
場
に
い

　
る
全
興
が
「
ラ
ッ
セ
ラ
ー
、
ラ
ッ
セ

　
ラ
ー
」
の
か
け
声
で
、
飛
び
跳
ね
て

踊
る
な
ど
楽
し
い
公
演
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
新
人
戦

　
憩
月
U
日
に
驚
厩
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
、
郡
中
糞
校
野
球
大
会
新
人

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
之
山
中
学

校
は
こ
の
鷺
、
松
代
中
と
安
塚
中
と

対
戦
し
ま
し
た
。

　
新
人
戦
と
あ
っ
て
、
体
ヵ
的
に
も

技
衛
的
に
も
来
熟
な
部
分
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
簸
後
ま
で
あ
き
ら

め
な
い
熱
心
さ
が
好
勝
負
を
生
み
ま

し
た
。
開
催
地
の
利
を
焦
か
し
、
応

援
も
大
勢
駆
け
つ
け
、
励
み
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
松
代
中
戦
で
は
投
拳

の
好
投
に
よ
り
3
対
1
で
勝
利
し
、

安
塚
中
戦
で
は
9
対
8
で
負
け
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
接
戦
の
好
勝
負
で

し
た
。
今
回
の
初
勝
利
は
、
選
手
た

ち
を
よ
り
成
畏
さ
せ
る
良
い
糧
に
な

る
で
し
よ
う
。

　
繍

霧

欝

濫
《

8
駈帝磁

む

　
な
ロ
ド

　
賦
　
議
執
篭
　
麟

．
．
嚢
灘
懲

媛
磯
．

　
　
　
　
　
　
購
く

　
　
　
　
　
　
蝋

　
　
　
、
、
廊
餐

懲
黙

薦
騨

湯
携
駅
伝

　
憩
月
9
蹟
体
費
の
欝
に
湯
鳥
駿
伝

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
こ
の
β
は

あ
い
に
く
の
爾
で
、
懸
時
醐
催
の
健

康
マ
ラ
ソ
・
、
〆
は
串
翫
と
な
り
ま
し
た
．

　
今
麟
参
加
し
た
チ
ー
ム
は
金
部
で

器
チ
ー
ム
、
2
4
ま
犠
で
三
本
の
タ

ス
キ
を
つ
な
い
で
ゴ
…
ル
を
目
指
し

ま
し
た
．
コ
ー
ス
は
、
繕
然
休
養
樗

セ
ン
タ
ー
を
患
発
し
、
松
之
山
滋
東

ス
キ
ー
場
で
折
り
、
遮
し
、
小
谷
集
、
絡

藻
で
行
っ
て
、
自
然
休
養
轡
セ
ン

タ
ー
ま
で
明
炭
リ
ゴ
｝
ル
と
な
り
ま
す
．

湯
鳥
駅
伝
は
、
チ
ー
ム
ご
と
に
入
数

や
漣
る
鷹
閣
を
自
臓
に
設
建
で
き
る

た
め
、
運
動
が
欝
手
な
人
も
気
軽
に

参
撫
で
き
、
夏
の
湯
鳥
大
運
動
会
に

次
〆
＼
　
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

な
っ
て
い
ま
す
．

噛

雨の中を　iヨーイ！スタート

霧
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が

　
　
　
　
　
乃

謙
ソ
灘
講
習
会

　
キ
ノ
コ
講
翌
会
が
鱒
月
9
績
に
大

厳
轡
、
隅
漂
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
．

今
劉
参
撫
さ
れ
た
方
は
約
7
0
名
．
午

醜
9
時
よ
り
、
渦
療
内
を
自
曲
に
散
策

し
、
キ
ノ
コ
を
採
取
し
ま
し
た
．

「
稀
望
鰭
幅
下
で
講
師
よ
り
、
持
官

帰
つ
た
キ
ノ
コ
を
鑑
溺
し
て
も
ら
い

ま
し
た
．
大
巖
寺
轟
、
漂
で
採
れ
る
キ

ノ
コ
の
糎
類
の
多
さ
は
県
内
で
も
禽

数
で
、
こ
の
鷺
も
、
撮
種
類
以
上
の
キ

ノ
コ
が
採
れ
ま
し
た
。
癒
キ
ノ
コ
の

コ
ー
ナ
茎
を
発
る
と
、
発
か
け
は
藁

練
し
そ
う
に
兇
え
る
キ
ノ
コ
が
沢
由

あ
り
、
や
は
り
自
分
で
知
っ
て
い
る

キ
ノ
コ
し
か
食
べ
て
は
い
け
な
い
も

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

躍
季
彩
展

　
難
、
禽
，
の
小
発
災
購
さ
ん
と
畏
女
の

さ
と
み
さ
ん
、
小
見
さ
ん
の
お
父
さ

ん
で
醐
家
の
飯
野
紀
雑
（
と
し
お
）

さ
ん
の
親
費
、
．
、
代
の
絵
爾
騒
が
、
獺

然
休
養
栂
セ
ン
タ
ー
を
瓜
、
場
に
鋤
籾

爲
鷺
よ
り
3
鷺
闘
翻
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
鐡
駅
飯
野
さ
ん
が
描
い
た
松
之
由

の
騒
．
．
醐
が
増
え
た
こ
と
を
機
会
に
、

小
箆
さ
ん
が
趣
擁
で
描
い
て
い
る
絵

や
纐
家
を
鰹
指
し
て
い
る
さ
と
み
さ

ん
の
作
贔
を
併
せ
て
、
「
縢
季
彩
展
漏

と
し
て
今
購
の
展
菟
会
に
な
り
ま
し

た
．　
展
箆
会
に
は
約
6
0
0
名
の
来
場

爵
が
あ
り
、
皆
さ
ん
展
、
那
さ
れ
た
．
、
一

漸
Y
、
穣
の
燧
牲
酌
な
作
繍
を
楽
し
ん

で
い
談
し
た
、

親
子
三
代
に
よ
る
絵
藤
展

き

漁

　
　
　
　
　
詠

　
　
　
　
　
議

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
村

報
蝿
鳩

広
　
さ
叉

臓
城
る
湖

づ
頸
ふ
の

男
東
　
暁

　
今
月
は
、
大
鰯
麺
か
ら
讐
鐸

亀
の
濾
偏
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
㌘
，
、
毛
の
漉
幅
は
、
大
島
村
の

幽
、
隼
ヶ
轟
集
落
か
ら
松
之
由

町
浦
隙
を
結
ぶ
紳
道
牛
ヶ
轟
浦

照
線
の
鼻
難
練
の
煩
付
近
に
あ

り
ま
す
．

　
大
蛇
の
伝
脱
が
残
る
こ
の
池

の
湖
畔
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ

り
ま
す
が
、
蕩
蒲
隔
、
瞭
ほ
ど
簿

ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
、
し
か
し
、

「
本
格
酌
な
キ
ャ
ン
ブ
を
楽
し

み
た
い
婦
　
「
蹴
闘
の
雑
踏
か
ら

離
れ
、
縫
か
な
と
こ
ろ
で
キ
ャ

ン
プ
を
し
た
い
』
と
い
う
ア
ゥ

ト
ド
ア
派
に
は
結
構
館
ら
れ
て

い
豪
す
。
饗
に
は
漉
の
周
闇
に

テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
ま
た
、
タ

ケ
ノ
コ
獲
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、

緊
廃
観
察
な
ど
に
絶
静
の
鳳
所
と

な
つ
て
い
ま
す
、

　
一
年
の
う
ち
で
「
轟
篭
の
池
“
が

一
爵
奨
し
く
な
る
の
は
、
綴
璽
が
水

画
に
映
え
る
秋
で
す
．
池
の
周
灘
に

は
コ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
が
多
く
あ

り
、
紅
く
毯
づ
い
た
葉
が
池
の
水
藤

に
映
し
繊
さ
れ
る
様
は
、
冤
た
蔑
に

感
動
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
．

　
池
の
近
く
に
は
ミ
ズ
バ
シ
導
ウ
の

辮
盤
地
も
あ
り
、
春
か
ら
秋
ま
で
ア

ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
こ
と
が
礁
来
ま

す
。大
島
対
に
立
ち
欝
ら
れ
た
ら
、
、
鹿

　凝．

毛
の
漉
貼
ま
で
建
を
廼
ば
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
．

お
問
い
合
わ
せ

　
大
麟
耀
役
場
総
務
譲
・
交
流
係

　
　
　
　
4
！
3
王
O
i
・
内
線
6
2

紅
葉
に
染
ま
っ
た
池
周
辺
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ひのき屋公演

笛や太鼓で踊ったり
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　　　　　　　　　　　　　きやさしく明るい女の子になって　1
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紹
刷
⑳
辮
耀
糊
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酬
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難
響
樹
翻
酬
i
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郡
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野
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皮

臼
に
溝
民
体
脊
館
に
お
い
て
公
演
を

行
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
先
立
ち
、
簡
欝
に
跡
内
の

保
膏
園
晃
を
集
め
て
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
き
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
が
「
お
…
い
、
ひ
の
き

屡
漏
と
大
き
な
声
で
呼
ぶ
と
、
会
場

の
後
ろ
か
ら
チ
ン
ド
ン
騰
さ
ん
の
よ

う
に
に
ぎ
や
か
に
、
笛
や
太
鼓
を
鳴

ら
し
な
が
ら
墨
場
し
ま
し
た
。

　
朝
の
慌
た
だ
し
さ
を
曲
に
し
た

「
朝
ね
ぽ
う
漏
や
ア
フ
リ
カ
の
リ
ズ

ム
を
取
り
入
れ
た
「
ド
ッ
コ
イ
ダ
ン
ダ

カ
置
㎜
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
「
八

丈
島
た
い
こ
漏
な
ど
の
有
名
な
曲
を

大
小
い
ろ
い
ろ
な
太
鼓
や
楽
羅
で
演

奏
し
ま
し
た
。

　
字
供
た
ち
は
、
ひ
の
き
量
さ
ん
の

太
鼓
の
迫
力
に
「
す
ご
い
聖
㎜
の
、
甥
葉

を
連
発
し
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

臨
、
・

桝
難
　
、

鍵

　
灘牌
繕
．
　
　
灘
灘

灘
謬
　
　
灘
麗

チ
ン
ド
ン
屋
さ
ん
み
た
い
に
登
場

　
獅
子
舞
な
ど
も
あ
り
、
獅
子
が
近

づ
く
と
子
供
た
ち
は
会
場
中
を
逃
げ

　
回
り
、
中
に
は
泣
き
出
す
．
重
も
い
ま

し
た
、
簸
後
は
膏
森
の
「
ね
ぶ
た

祭
幅
を
再
現
し
た
曲
で
、
会
場
に
い

　
る
全
興
が
「
ラ
ッ
セ
ラ
ー
、
ラ
ッ
セ

　
ラ
ー
」
の
か
け
声
で
、
飛
び
跳
ね
て

踊
る
な
ど
楽
し
い
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演
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
新
人
戦

　
憩
月
U
日
に
驚
厩
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
、
郡
中
糞
校
野
球
大
会
新
人

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
之
山
中
学

校
は
こ
の
鷺
、
松
代
中
と
安
塚
中
と

対
戦
し
ま
し
た
。

　
新
人
戦
と
あ
っ
て
、
体
ヵ
的
に
も

技
衛
的
に
も
来
熟
な
部
分
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
簸
後
ま
で
あ
き
ら

め
な
い
熱
心
さ
が
好
勝
負
を
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み
ま

し
た
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開
催
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の
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か
し
、
応

援
も
大
勢
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つ
け
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励
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っ
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で
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は
投
拳
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勝
利
し
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塚
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は
9
対
8
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勝
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。
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．
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．
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．
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滋
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を
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に
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に
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運
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る
様
は
、
冤
た
蔑
に

感
動
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
．

　
池
の
近
く
に
は
ミ
ズ
バ
シ
導
ウ
の

辮
盤
地
も
あ
り
、
春
か
ら
秋
ま
で
ア

ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
こ
と
が
礁
来
ま

す
。大
島
対
に
立
ち
欝
ら
れ
た
ら
、
、
鹿

　凝．

毛
の
漉
貼
ま
で
建
を
廼
ば
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
．

お
問
い
合
わ
せ

　
大
麟
耀
役
場
総
務
譲
・
交
流
係

　
　
　
　
4
！
3
王
O
i
・
内
線
6
2

紅
葉
に
染
ま
っ
た
池
周
辺



1
寸
卜
ト
ー

　　　　　　　　5
　　　　　　　　i
　　　　　　　　ξ
　　　　　　　　多
　　　　　　　　ξ
　　　　　　　　多
　　　　　　　　｝
　　　　　　　　！
　　　　　　　　き
　　　　　　　　多
　　　　　　　…
　　　　　　　筆
　　　　　　　5
　　　　　　　ξ
　　　　　　　き
　　　　　　　多

65　＿＿、＿」

松之山生涯学習だより

り

し
“

乙

と

・
目
易

　
　
、
、
∂
ノ

祠：ゆ譲

．公民館倣6つ2
ゆとりくん

事
業
内
容

　
　
　
　
　
η
／
給
～
稔
／
欝

コ
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
ま
き
ぎ
き
き
チ
き
き
キ
き
き
チ
き
き
は

｝
自
然
体
験
教
室
　
　
　
｝

㎜
　
　
　
（
手
作
》
お
も
ち
ゃ
）
｝

轡
ー
ー
…
…
ー
…
…
…
…
…
ー
ー
…
ー
」

　
鐙
月
胃
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ

う
に
、
今
園
は
轟
柳
町
の
「
こ
ど
も

自
然
黒
團
し
よ
り
2
名
の
プ
レ
イ

リ
ー
ダ
ー
を
お
迎
え
し
、
自
然
物
を

使
っ
た
薫
作
や
楽
し
い
遊
び
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
頃
込
み
は
公

民
館
へ
．
当
揖
参
触
も
歓
迎
し
ま
す
。

▼
期
臼
　
U
月
紬
欝
（
鷺
）

▼
時
聞
　
F
後
墨
時
30
分
琴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
4
蒔

▼
場
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

驚
棄
…
装
多
…
…
｛
…
筆
…
多
き
多
ξ
毫
、
圭
多
多
…
多
多
！
多
～
」

肇
ネ
灘
創
ク
｝

一
　
く
干
籍
理
整
）
㎜

「
…
ー
…
ー
…
ー
…
…
…
…
…
…
ー
し
［

　
包
丁
鯖
本
で
、
あ
な
た
も
野
菜
の

ア
ー
ト
に
挑
戦
…
い
つ
も
の
我
が
家

の
料
理
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
£
夫
で

華
や
い
だ
お
も
て
な
し
料
理
に
！

▼
期
日

▼
時
間

▼
場
漸

▼
講
麟

n
月
詑
概
（
水
）

隼
後
7
時
～

霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

滝
澤
博
さ
ん

（
凌
雲
購
料
理
長
〉

「
ー
ー
ー
ー
ー
「
ー
ー
…
ー
ー
ー
～
ー
ー
ー
ー
ー
～
ー
ー
ー
～
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
ー
」

㎜
郡
ソ
フ
ト
　
　
　
　
㎜

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

㎜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
㎜

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
だ
れ
で
も
、
黒
軽
に
楽
し
め
る
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会
に
、
仲
聞
で

チ
…
ム
を
作
っ
て
参
触
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
期
臼
　
且
月
2
3
総
（
木
）

▼
時
間
釜
削
9
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
2
時
30
分

▼
場
勝
　
松
代
鰐
町
鋭
体
膏
館

▼
競
技
方
法

　
☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
東
頚
ル
！

　
ル
）
☆
女
姓
の
部
（
全
團
ル
…

　
ル
）
☆
男
女
混
禽
の
部
（
4
0
歳
以

　
上
の
部
〉
☆
男
女
混
愈
の
部
く
事

　
齢
翻
限
な
し
）

▼
資
格

　
郡
内
居
住
で
、
男
女
工
チ
ー
ム

　
8
名
以
内

コ
ま
き
き
モ
き
き
き
き
き
　
　
　
　
　
　
モ
ド
　
　
　
　
　
ゴ

…
郡
囲
碁
大
会
　
　
　
　
、

｝

　
囲
碁
愛
好
家
の
み
な
さ
ん
、
郡
大

会
で
腕
試
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
．

▼
期
鷺
　
勲
月
2
6
欝
（
嬢
）

▼
時
聞
　
隼
餉
8
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
午
後
4
時
ま
で

▼
場
漸
安
塚
時
町
民
会
餓

▼
参
加
費
　
1
、
5
0
0
円

▼
申
込
み
　
U
月
燈
欝
（
木
）
ま
で

　
に
振
興
果
、
繭
雲
購
夫
さ
ん
（
翻

　
碁
飼
好
会
）
へ
．

コ
し
き
ヨ
き
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ミ
き
ぽ

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

礫
繍
ん
大
会
｝

r
き
…
｝
…
…
｝
｛
ー
ゼ
｝
　
　
　
　
　
…
…
ー
…
｝

　
郡
内
の
場
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好

鞍
に
よ
る
都
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
決
定

戦
で
す
。
今
年
は
松
之
山
町
で
闘
催

さ
れ
ま
す
。

▼
期
β

▼
時
間

▼
場
斯

▼
資
格

▼
時
闘

▼
場
所

▼
講
麟

ラ
き
ミ
ヨ
ミ
し

厭
鞭
縫
驕
陛

捻
月
捻
撮
（
火
）

午
後
7
時
3
0
分
～

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ヨ

菊
原
翼
養
先
生

　
　
　
（
松
蕩
教
諭
）

　
　
　
　
ミ
ー

霊0

慧
月
2
6
揖
倉
）

午
繭
8
時
叙
分
～

松
之
山
町
町
践
体
鷺
館

郡
内
蕩
校
盤
以
上
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
愛
好
蓄

▼
参
煎
費

　
　
　
王
チ
ー
ム
　
3
、
0
0
0
円

▼
串
込
み

　
U
月
1
7
縫
（
金
〉
ま
で
に
大
会
事

　
務
局
へ
（
町
公
幌
館
〉

劉
匂
讐
、
ー
き
…
」

ヂ
｛
…

　
難
月
2
6
縫
（
β
）
を
も
ち
ま
し
て
、

民
裕
資
料
館
を
冬
期
闇
館
し
ま
す
、

今
年
は
大
地
の
芸
術
祭
が
醐
催
さ
れ
、

浮
盤
絵
展
や
村
山
紅
郵
展
な
ど
の
特

別
展
な
ど
も
催
さ
れ
、
樹
葎
に
ま
し

て
来
館
轡
が
増
え
た
よ
う
で
す
、
ご

来
館
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
．

㎜
英
会
語
教
室

｝
…
、

ミ
き
き
き
ゴ

　
　
　
　
　
　
｝

　
楽
し
み
な
が
ら
英
会
壽
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
β
　
難
月
器
嬢
（
火
）

　
お
父
さ
ん
、
お
緯
さ
ん
は
、
ミ
ニ

講
演
会
に
参
触
、
子
ど
も
た
ち
は
映

遜
鑑
賞
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
。

　
ぜ
ひ
親
子
で
ご
参
顔
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
期
鷺
が
年
度
器
初
の
謙
燭

と
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
漉
慧
く

だ
さ
い
。

▼
期
β
　
捻
月
2
縫
（
土
）

▼
時
闘
　
午
後
6
時
3
0
分
～

▼
場
筋
　
懲
然
休
養
紺
セ
ン
タ
…

▼
講
演
会
講
節

　
　
　
　
哲
内
実
さ
ん

　
　
　
（
や
す
づ
か
膚
崩
学
騒
長
）

㎜
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
〈
パ
ツ
チ
ワ
韮
ク
）

　
擶
の
ア
ー
ト
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
恥

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
、

▼
期
β
　
稔
月
2
田
く
烹
）

▼
時
間
　
午
筋
鐙
時
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
3
時

　
（
都
念
の
良
い
時
間
に
お
患
で
く

　
　
だ
さ
い
。
）

▼
場
駈
　
自
然
休
養
麓
セ
ン
タ
…

　
先
月
に
引
き
続
き
、
中
学
生
が
β
頃
考
え
て
い
る
意
冤
を
発
表
す
る
場
で
あ
る

「
新
潟
緊
少
葎
の
主
張
大
会
・
わ
た
し
の
主
張
偏
東
頸
城
地
区
大
会
で
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
松
之
出
中
学
校
代
表
の
久
保
鐡
良
さ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
．

　
．
篇
葎
間
の
部
漉
勤
を
通
し
て
思
う
こ
と
が
あ

る
．
　
一
年
餐
の
春
、
ま
だ
、
部
活
を
決
め
か
ね
て

い
る
時
、
　
一
際
目
を
引
く
部
濡
が
あ
っ
た
．
陸

乱
部
で
あ
る
．
初
め
て
活
動
を
冤
た
時
、
門
思
つ

た
通
り
き
つ
そ
う
だ
。
繍
と
そ
の
ま
籔
催
の
部

活
の
箆
学
を
し
て
い
た
．
次
の
鷺
、
友
人
の
A

霧
と
β
欝
が
陸
上
部
に
体
験
入
部
し
て
い
た
．

B
鱈
は
小
学
較
の
畷
か
ら
陸
烹
が
速
か
っ
た

の
で
分
か
る
が
、
ま
さ
か
A
総
が
行
く
と
は
思

わ
な
か
っ
た
、
入
部
す
る
と
決
め
る
の
に
そ
れ

ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
．
動
機
は
簡
単

で
あ
る
。
籔
け
た
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ

は
自
分
に
も
、
ま
た
、
A
欝
に
も
．
陸
上
と
い

う
も
の
は
簡
単
な
動
作
で
、
た
だ
遼
る
だ
け

だ
っ
た
、
そ
の
？
b
い
こ
と
と
い
っ
た
ら
な
か
っ

た
。
ま
だ
そ
の
煩
の
自
分
は
肥
溝
体
魏
だ
っ
た

か
ら
、
そ
の
単
純
な
動
き
が
思
う
よ
う
に
で
き

ず
、
悔
し
か
っ
た
。
今
ま
で
自
分
の
怠
け
て
い

た
こ
と
に
腹
を
立
て
た
、
楽
し
い
こ
と
も
あ
っ

た
．
部
潜
を
通
し
て
友
人
も
で
き
た
。
陸
上
を

や
っ
て
い
る
人
に
悪
い
人
は
い
な
い
、
と
は
い

え
な
い
が
、
と
て
も
黛
の
い
い
奴
ら
だ
。
ま
た

兜
輩
に
と
て
も
欝
簸
に
な
っ
た
。
だ
が
、
陸
上

に
対
し
て
あ
ま
り
興
腺
を
持
っ
て
い
な
い
畷

だ
っ
た
の
で
、
兜
輩
の
遼
り
を
あ
ま
り
憶
え
な

か
っ
た
の
が
部
活
を
通
し
て
…
番
後
悔
し
た
こ

と
に
な
る
．

　
“
一
郵
後
．
　
舞
覆
の
春
。
陸
上
部
に
も
慣
れ
、

練
轡
に
も
慣
れ
て
、
よ
う
や
く
陶
記
心
が
綴
て

き
た
．
　
一
年
鵡
と
は
か
な
り
変
わ
っ
た
．
春
、

い
く
つ
か
の
大
会
を
こ
な
し
、
自
分
の
種
碍
も

決
ま
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
禦
件
は
趨
き

た
。
痛
か
っ
た
．
学
校
の
行
窮
中
に
是
の
指
を

折
っ
て
し
ま
っ
た
．
そ
れ
は
地
匿
陸
烹
大
会
の

少
し
賄
だ
っ
た
．
轟
然
、
大
会
に
は
繊
ら
れ
な

か
）
た
、
自
分
の
中
で
と
て
も
悩
ん
だ
。
今
、

考
え
る
と
鶯
摂
す
る
賄
の
畷
は
、
部
漉
が
つ
ら

ケ
ガ
が
治
り
部
漉
に
復
潜
し
た
時
、
思
う
よ
う

に
逢
れ
な
い
羅
分
が
海
し
か
っ
た
が
、
轡
析
し

た
時
に
で
き
た
自
分
の
気
持
ち
を
思
い
患
す
と
、

あ
き
ら
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
、

　
黒
年
盤
の
春
、
簸
後
の
郡
大
会
が
つ
い
に
薬

た
。
今
購
は
、
学
校
金
捧
で
の
参
撫
だ
っ
た
。

自
分
の
繊
場
し
た
種
目
に
梅
い
は
な
か
っ
た
。

税
に
タ
イ
ム
も
上
が
っ
て
い
た
。
黒
俸
盤
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
部
濡
と
勉
強
を
爾
立
さ
せ

て
い
け
な
く
な
っ
て
き
た
．
部
濡
で
は
、
ま
だ

「

わ
た
し
の
主
張
（
奨
■
励
・
心
賞
）

わ
が
陸
上
部

松
之
山
申
．
　
年
　
久
保
田
良

一轍

く
、
タ
イ
ム
も
伸
び
な
い
の
で
少
し
あ
き
ら
め

て
い
た
．
部
懸
も
薩
露
く
な
か
っ
た
．
轡
叛
し
、

部
活
を
見
学
し
て
、
そ
ん
な
頃
で
戴
づ
い
た
こ

と
は
、
部
に
対
す
る
窃
分
の
患
い
で
あ
る
、
近

く
に
い
る
と
箆
え
な
く
、
少
し
離
れ
て
み
る
と

兇
え
る
も
の
。
み
な
さ
ん
は
、
経
験
し
た
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
か
．
今
な
ら
分
か
る
気
が
す
る
．

あ
き
ら
め
て
い
た
時
の
部
に
紺
す
る
舞
持
ち
は
、

自
分
の
弱
い
部
分
だ
っ
た
の
だ
．
骨
撰
し
た
と

き
、
友
達
、
先
輩
、
後
輩
が
溝
っ
て
い
る
の
を

見
る
と
「
自
分
も
壷
り
た
い
。
」
「
早
く
部
溝
が

し
た
い
。
漏
と
し
き
り
に
患
う
よ
う
に
な
っ
た
。

秋
に
駅
伝
が
あ
る
の
で
気
の
披
け
な
い
練
習
を

こ
な
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
勉
強
の

方
で
は
、
受
験
勉
強
が
窯
体
と
な
っ
て
、
自
分

の
悲
望
校
に
は
必
ず
舎
格
し
た
い
。
今
の
自
分

な
ら
き
っ
と
乗
り
越
え
て
い
け
る
餓
が
す
る
。

　
今
ま
で
…
奪
か
ら
陸
上
部
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
、
嵩
校
へ
行
っ
て
も
患
れ

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
．
い
や
、
盆
涯
松
之
山

中
学
校
「
わ
が
陸
上
部
属
を
忠
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
睦
上
部
の
み
ん
な
心
か
ら
あ
り
が
と

う
．

▼
参
撫
費
　
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
．

▼
持
ち
物
　
裁
縫
用
翼

▼
講
鱒
　
浜
絹
せ
つ
さ
ん

　
　
　
　
（
襲
岡
市
）

㎜
欄
ヨ
識
　
室

　
捻
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
窯
は
サ
ン
タ

さ
ん
が
や
っ
て
く
る
漿
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
大
会
で
す
。

▼
期
β
　
鴛
月
爲
灘
（
水
）

▼
時
間
午
離
9
聴
も

▼
場
斯
　
露
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

《
お
し
ら
せ
》

ラ
ニ
フ
ご
不
ッ
ト

　
完
全
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化

　
県
撫
、
涯
掌
灘
鋳
報
シ
ス
テ
ム

「
ラ
ニ
フ
・
ネ
ッ
ト
恥
が
兇
全
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
移
行
し
、
よ
り
多

く
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
県
内
の
磁

涯
学
翌
に
関
わ
る
惰
報
が
駅
き
繊
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
1

農
闘
い
て
み
て
く
だ
さ
い
．

ホ
…
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

ね
t
t
P
：
〆
／
W
W
W
・

議
n
e
t
・
＄
r
・
．
J
P
ノ

、
｝
ノ
～
ン
夢樋

王
＆
麦

”



1
寸
卜
ト
ー

　　　　　　　　5
　　　　　　　　i
　　　　　　　　ξ
　　　　　　　　多
　　　　　　　　ξ
　　　　　　　　多
　　　　　　　　｝
　　　　　　　　！
　　　　　　　　き
　　　　　　　　多
　　　　　　　…
　　　　　　　筆
　　　　　　　5
　　　　　　　ξ
　　　　　　　き
　　　　　　　多

65　＿＿、＿」

松之山生涯学習だより

り

し
“

乙

と

・
目
易

　
　
、
、
∂
ノ

祠：ゆ譲

．公民館倣6つ2
ゆとりくん

事
業
内
容

　
　
　
　
　
η
／
給
～
稔
／
欝

コ
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
ま
き
ぎ
き
き
チ
き
き
キ
き
き
チ
き
き
は

｝
自
然
体
験
教
室
　
　
　
｝

㎜
　
　
　
（
手
作
》
お
も
ち
ゃ
）
｝

轡
ー
ー
…
…
ー
…
…
…
…
…
ー
ー
…
ー
」

　
鐙
月
胃
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ

う
に
、
今
園
は
轟
柳
町
の
「
こ
ど
も

自
然
黒
團
し
よ
り
2
名
の
プ
レ
イ

リ
ー
ダ
ー
を
お
迎
え
し
、
自
然
物
を

使
っ
た
薫
作
や
楽
し
い
遊
び
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
頃
込
み
は
公

民
館
へ
．
当
揖
参
触
も
歓
迎
し
ま
す
。

▼
期
臼
　
U
月
紬
欝
（
鷺
）

▼
時
聞
　
F
後
墨
時
30
分
琴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
4
蒔

▼
場
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

驚
棄
…
装
多
…
…
｛
…
筆
…
多
き
多
ξ
毫
、
圭
多
多
…
多
多
！
多
～
」

肇
ネ
灘
創
ク
｝

一
　
く
干
籍
理
整
）
㎜

「
…
ー
…
ー
…
ー
…
…
…
…
…
…
ー
し
［

　
包
丁
鯖
本
で
、
あ
な
た
も
野
菜
の

ア
ー
ト
に
挑
戦
…
い
つ
も
の
我
が
家

の
料
理
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
£
夫
で

華
や
い
だ
お
も
て
な
し
料
理
に
！

▼
期
日

▼
時
間

▼
場
漸

▼
講
麟

n
月
詑
概
（
水
）

隼
後
7
時
～

霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

滝
澤
博
さ
ん

（
凌
雲
購
料
理
長
〉

「
ー
ー
ー
ー
ー
「
ー
ー
…
ー
ー
ー
～
ー
ー
ー
ー
ー
～
ー
ー
ー
～
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
ー
」

㎜
郡
ソ
フ
ト
　
　
　
　
㎜

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

㎜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
㎜

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
だ
れ
で
も
、
黒
軽
に
楽
し
め
る
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会
に
、
仲
聞
で

チ
…
ム
を
作
っ
て
参
触
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
期
臼
　
且
月
2
3
総
（
木
）

▼
時
間
釜
削
9
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
2
時
30
分

▼
場
勝
　
松
代
鰐
町
鋭
体
膏
館

▼
競
技
方
法

　
☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
東
頚
ル
！

　
ル
）
☆
女
姓
の
部
（
全
團
ル
…

　
ル
）
☆
男
女
混
禽
の
部
（
4
0
歳
以

　
上
の
部
〉
☆
男
女
混
愈
の
部
く
事

　
齢
翻
限
な
し
）

▼
資
格

　
郡
内
居
住
で
、
男
女
工
チ
ー
ム

　
8
名
以
内

コ
ま
き
き
モ
き
き
き
き
き
　
　
　
　
　
　
モ
ド
　
　
　
　
　
ゴ

…
郡
囲
碁
大
会
　
　
　
　
、

｝

　
囲
碁
愛
好
家
の
み
な
さ
ん
、
郡
大

会
で
腕
試
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
．

▼
期
鷺
　
勲
月
2
6
欝
（
嬢
）

▼
時
聞
　
隼
餉
8
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
午
後
4
時
ま
で

▼
場
漸
安
塚
時
町
民
会
餓

▼
参
加
費
　
1
、
5
0
0
円

▼
申
込
み
　
U
月
燈
欝
（
木
）
ま
で

　
に
振
興
果
、
繭
雲
購
夫
さ
ん
（
翻

　
碁
飼
好
会
）
へ
．

コ
し
き
ヨ
き
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ミ
き
ぽ

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

礫
繍
ん
大
会
｝

r
き
…
｝
…
…
｝
｛
ー
ゼ
｝
　
　
　
　
　
…
…
ー
…
｝

　
郡
内
の
場
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好

鞍
に
よ
る
都
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
決
定

戦
で
す
。
今
年
は
松
之
山
町
で
闘
催

さ
れ
ま
す
。

▼
期
β

▼
時
間

▼
場
斯

▼
資
格

▼
時
闘

▼
場
所

▼
講
麟

ラ
き
ミ
ヨ
ミ
し

厭
鞭
縫
驕
陛

捻
月
捻
撮
（
火
）

午
後
7
時
3
0
分
～

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ヨ

菊
原
翼
養
先
生

　
　
　
（
松
蕩
教
諭
）

　
　
　
　
ミ
ー

霊0

慧
月
2
6
揖
倉
）

午
繭
8
時
叙
分
～

松
之
山
町
町
践
体
鷺
館

郡
内
蕩
校
盤
以
上
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
愛
好
蓄

▼
参
煎
費

　
　
　
王
チ
ー
ム
　
3
、
0
0
0
円

▼
串
込
み

　
U
月
1
7
縫
（
金
〉
ま
で
に
大
会
事

　
務
局
へ
（
町
公
幌
館
〉

劉
匂
讐
、
ー
き
…
」

ヂ
｛
…

　
難
月
2
6
縫
（
β
）
を
も
ち
ま
し
て
、

民
裕
資
料
館
を
冬
期
闇
館
し
ま
す
、

今
年
は
大
地
の
芸
術
祭
が
醐
催
さ
れ
、

浮
盤
絵
展
や
村
山
紅
郵
展
な
ど
の
特

別
展
な
ど
も
催
さ
れ
、
樹
葎
に
ま
し

て
来
館
轡
が
増
え
た
よ
う
で
す
、
ご

来
館
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
．

㎜
英
会
語
教
室

｝
…
、

ミ
き
き
き
ゴ

　
　
　
　
　
　
｝

　
楽
し
み
な
が
ら
英
会
壽
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
β
　
難
月
器
嬢
（
火
）

　
お
父
さ
ん
、
お
緯
さ
ん
は
、
ミ
ニ

講
演
会
に
参
触
、
子
ど
も
た
ち
は
映

遜
鑑
賞
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
。

　
ぜ
ひ
親
子
で
ご
参
顔
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
期
鷺
が
年
度
器
初
の
謙
燭

と
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
漉
慧
く

だ
さ
い
。

▼
期
β
　
捻
月
2
縫
（
土
）

▼
時
闘
　
午
後
6
時
3
0
分
～

▼
場
筋
　
懲
然
休
養
紺
セ
ン
タ
…

▼
講
演
会
講
節

　
　
　
　
哲
内
実
さ
ん

　
　
　
（
や
す
づ
か
膚
崩
学
騒
長
）

㎜
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
〈
パ
ツ
チ
ワ
韮
ク
）

　
擶
の
ア
ー
ト
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
恥

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
、

▼
期
β
　
稔
月
2
田
く
烹
）

▼
時
間
　
午
筋
鐙
時
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
3
時

　
（
都
念
の
良
い
時
間
に
お
患
で
く

　
　
だ
さ
い
。
）

▼
場
駈
　
自
然
休
養
麓
セ
ン
タ
…

　
先
月
に
引
き
続
き
、
中
学
生
が
β
頃
考
え
て
い
る
意
冤
を
発
表
す
る
場
で
あ
る

「
新
潟
緊
少
葎
の
主
張
大
会
・
わ
た
し
の
主
張
偏
東
頸
城
地
区
大
会
で
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
松
之
出
中
学
校
代
表
の
久
保
鐡
良
さ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
．

　
．
篇
葎
間
の
部
漉
勤
を
通
し
て
思
う
こ
と
が
あ

る
．
　
一
年
餐
の
春
、
ま
だ
、
部
活
を
決
め
か
ね
て

い
る
時
、
　
一
際
目
を
引
く
部
濡
が
あ
っ
た
．
陸

乱
部
で
あ
る
．
初
め
て
活
動
を
冤
た
時
、
門
思
つ

た
通
り
き
つ
そ
う
だ
。
繍
と
そ
の
ま
籔
催
の
部

活
の
箆
学
を
し
て
い
た
．
次
の
鷺
、
友
人
の
A

霧
と
β
欝
が
陸
上
部
に
体
験
入
部
し
て
い
た
．

B
鱈
は
小
学
較
の
畷
か
ら
陸
烹
が
速
か
っ
た

の
で
分
か
る
が
、
ま
さ
か
A
総
が
行
く
と
は
思

わ
な
か
っ
た
、
入
部
す
る
と
決
め
る
の
に
そ
れ

ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
．
動
機
は
簡
単

で
あ
る
。
籔
け
た
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ

は
自
分
に
も
、
ま
た
、
A
欝
に
も
．
陸
上
と
い

う
も
の
は
簡
単
な
動
作
で
、
た
だ
遼
る
だ
け

だ
っ
た
、
そ
の
？
b
い
こ
と
と
い
っ
た
ら
な
か
っ

た
。
ま
だ
そ
の
煩
の
自
分
は
肥
溝
体
魏
だ
っ
た

か
ら
、
そ
の
単
純
な
動
き
が
思
う
よ
う
に
で
き

ず
、
悔
し
か
っ
た
。
今
ま
で
自
分
の
怠
け
て
い

た
こ
と
に
腹
を
立
て
た
、
楽
し
い
こ
と
も
あ
っ

た
．
部
潜
を
通
し
て
友
人
も
で
き
た
。
陸
上
を

や
っ
て
い
る
人
に
悪
い
人
は
い
な
い
、
と
は
い

え
な
い
が
、
と
て
も
黛
の
い
い
奴
ら
だ
。
ま
た

兜
輩
に
と
て
も
欝
簸
に
な
っ
た
。
だ
が
、
陸
上

に
対
し
て
あ
ま
り
興
腺
を
持
っ
て
い
な
い
畷

だ
っ
た
の
で
、
兜
輩
の
遼
り
を
あ
ま
り
憶
え
な

か
っ
た
の
が
部
活
を
通
し
て
…
番
後
悔
し
た
こ

と
に
な
る
．

　
“
一
郵
後
．
　
舞
覆
の
春
。
陸
上
部
に
も
慣
れ
、

練
轡
に
も
慣
れ
て
、
よ
う
や
く
陶
記
心
が
綴
て

き
た
．
　
一
年
鵡
と
は
か
な
り
変
わ
っ
た
．
春
、

い
く
つ
か
の
大
会
を
こ
な
し
、
自
分
の
種
碍
も

決
ま
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
禦
件
は
趨
き

た
。
痛
か
っ
た
．
学
校
の
行
窮
中
に
是
の
指
を

折
っ
て
し
ま
っ
た
．
そ
れ
は
地
匿
陸
烹
大
会
の

少
し
賄
だ
っ
た
．
轟
然
、
大
会
に
は
繊
ら
れ
な

か
）
た
、
自
分
の
中
で
と
て
も
悩
ん
だ
。
今
、

考
え
る
と
鶯
摂
す
る
賄
の
畷
は
、
部
漉
が
つ
ら

ケ
ガ
が
治
り
部
漉
に
復
潜
し
た
時
、
思
う
よ
う

に
逢
れ
な
い
羅
分
が
海
し
か
っ
た
が
、
轡
析
し

た
時
に
で
き
た
自
分
の
気
持
ち
を
思
い
患
す
と
、

あ
き
ら
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
、

　
黒
年
盤
の
春
、
簸
後
の
郡
大
会
が
つ
い
に
薬

た
。
今
購
は
、
学
校
金
捧
で
の
参
撫
だ
っ
た
。

自
分
の
繊
場
し
た
種
目
に
梅
い
は
な
か
っ
た
。

税
に
タ
イ
ム
も
上
が
っ
て
い
た
。
黒
俸
盤
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
部
濡
と
勉
強
を
爾
立
さ
せ

て
い
け
な
く
な
っ
て
き
た
．
部
濡
で
は
、
ま
だ

「

わ
た
し
の
主
張
（
奨
■
励
・
心
賞
）

わ
が
陸
上
部

松
之
山
申
．
　
年
　
久
保
田
良

一轍

く
、
タ
イ
ム
も
伸
び
な
い
の
で
少
し
あ
き
ら
め

て
い
た
．
部
懸
も
薩
露
く
な
か
っ
た
．
轡
叛
し
、

部
活
を
見
学
し
て
、
そ
ん
な
頃
で
戴
づ
い
た
こ

と
は
、
部
に
対
す
る
窃
分
の
患
い
で
あ
る
、
近

く
に
い
る
と
箆
え
な
く
、
少
し
離
れ
て
み
る
と

兇
え
る
も
の
。
み
な
さ
ん
は
、
経
験
し
た
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
か
．
今
な
ら
分
か
る
気
が
す
る
．

あ
き
ら
め
て
い
た
時
の
部
に
紺
す
る
舞
持
ち
は
、

自
分
の
弱
い
部
分
だ
っ
た
の
だ
．
骨
撰
し
た
と

き
、
友
達
、
先
輩
、
後
輩
が
溝
っ
て
い
る
の
を

見
る
と
「
自
分
も
壷
り
た
い
。
」
「
早
く
部
溝
が

し
た
い
。
漏
と
し
き
り
に
患
う
よ
う
に
な
っ
た
。

秋
に
駅
伝
が
あ
る
の
で
気
の
披
け
な
い
練
習
を

こ
な
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
勉
強
の

方
で
は
、
受
験
勉
強
が
窯
体
と
な
っ
て
、
自
分

の
悲
望
校
に
は
必
ず
舎
格
し
た
い
。
今
の
自
分

な
ら
き
っ
と
乗
り
越
え
て
い
け
る
餓
が
す
る
。

　
今
ま
で
…
奪
か
ら
陸
上
部
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
、
嵩
校
へ
行
っ
て
も
患
れ

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
．
い
や
、
盆
涯
松
之
山

中
学
校
「
わ
が
陸
上
部
属
を
忠
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
睦
上
部
の
み
ん
な
心
か
ら
あ
り
が
と

う
．

▼
参
撫
費
　
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
．

▼
持
ち
物
　
裁
縫
用
翼

▼
講
鱒
　
浜
絹
せ
つ
さ
ん

　
　
　
　
（
襲
岡
市
）

㎜
欄
ヨ
識
　
室

　
捻
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
窯
は
サ
ン
タ

さ
ん
が
や
っ
て
く
る
漿
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
大
会
で
す
。

▼
期
β
　
鴛
月
爲
灘
（
水
）

▼
時
間
午
離
9
聴
も

▼
場
斯
　
露
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

《
お
し
ら
せ
》

ラ
ニ
フ
ご
不
ッ
ト

　
完
全
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化

　
県
撫
、
涯
掌
灘
鋳
報
シ
ス
テ
ム

「
ラ
ニ
フ
・
ネ
ッ
ト
恥
が
兇
全
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
移
行
し
、
よ
り
多

く
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
県
内
の
磁

涯
学
翌
に
関
わ
る
惰
報
が
駅
き
繊
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
1

農
闘
い
て
み
て
く
だ
さ
い
．

ホ
…
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

ね
t
t
P
：
〆
／
W
W
W
・

議
n
e
t
・
＄
r
・
．
J
P
ノ

、
｝
ノ
～
ン
夢樋

王
＆
麦

”
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［
多
｝
　
多
筆
　
毫
，
　
量
｛
，
　
量
　
毫
，
呈
｝
　
量
　
…
量
げ
ξ
多
　
甲
　
…
艦
…
…
…
…
…
…

骨
髄
バ
ン
ク
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
縫
漁
病
や
璽
症
講
盤
不
畏
性
貧
臨

な
ど
の
漁
液
疾
愚
に
よ
り
梅
葎
約
6
、

O
O
O
入
の
方
が
敷
く
な
っ
て
い
ま

す
．
骨
髄
移
植
は
、
こ
れ
ら
の
疾
患

に
奮
効
な
冶
療
法
で
す
。

　
移
槌
す
る
に
は
、
患
煮
と
轡
髄
提

供
奢
（
ド
ナ
…
〉
の
闘
甑
球
の
型
が

一
致
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
確
率
は
大
変
低
い
た
め
、
多
く

の
ド
ナ
ー
を
募
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

　
患
潔
に
希
望
を
与
え
る
の
は
、
あ

な
た
の
優
し
さ
と
勇
気
に
よ
る
「
ド

ナ
ー
登
録
扁
で
す
．

お
閥
い
合
わ
せ

　
（
財
）
轡
髄
移
植
推
進
財
懸

　
倣
〇
三
2
0
－
4
4
5
－
4
4
5

秋
の
火
災
予
防
運
動

火
を
つ
け
た

　
　
あ
な
た
の
責
儀

　
　
　
　
　
　
簸
後
ま
で

　
M
月
9
欝
～
雄
環
ま
で
の
7
鷺
間

は
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
で
す
、

往
竃
火
災
が
大
き
く
増
え
て
い
ま
す
。

次
の
点
に
淺
愈
し
ま
し
ょ
う
．

①
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
、

⑫
ス
ト
ー
ブ
は
，
燃
え
や
す
い
物
か

　
ら
離
れ
た
位
置
で
使
規
す
る
．

鯵
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
か
ら
離

　
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
溝
す
．

＠
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
竃

　
用
火
災
警
報
雛
を
設
罎
す
る
、

⑤
縷
具
や
衣
類
か
ら
火
災
を
防
ぐ
た

　
め
に
、
防
炎
製
贔
を
縫
用
す
る
．

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
滴
す
た
め

　
に
、
盤
篭
駕
漉
火
羅
を
騰
え
る
。

⑦
お
奪
欝
り
や
体
の
不
自
懲
な
人
を

　
守
る
た
め
に
、
隣
近
筋
の
協
力
俸

　
鰯
を
作
る
、

鍋講響劉　
小
林
露
経
醐
伯
は
、
上
越
欝
が
盤

ん
だ
偉
人
で
、
そ
の
邸
竃
が
旛
し
ま

れ
な
が
ら
東
東
で
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

上
越
毒
で
は
、
そ
の
近
代
数
霧
屡
建

纂
の
占
経
邸
を
復
元
す
る
事
業
に
・
徽

り
継
ん
で
い
ま
す
、

　
平
成
捻
年
春
オ
ー
プ
ン
す
る
「
小

林
潜
径
邸
漏
の
P
R
期
ボ
ス
タ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
を
擦
築
し
ま
す
．

賞
金
　
採
用
作
繍
漢
点
　
5
0
万
円

作
贔
内
容

　
　
小
林
吉
径
邸
が
、
古
径
を
偲
ぶ

　
窪
問
で
あ
る
と
と
も
に
、
吉
照
五

　
十
八
設
計
の
近
代
数
窃
屡
建
築
を

　
鑑
賞
す
る
場
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ

　
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
墓
集
し
ま

　
す
．

慮
募
作
贔

　
　
露
作
の
未
発
糞
作
繍
と
し
、
1

　
人
2
点
以
内
．
藤
材
は
自
撫
．
イ

　
ラ
ス
ト
ボ
ー
ド
等
の
パ
ネ
ル
仕
上

　
げ
で
あ
る
こ
と
。

応
募
締
切

　
駕
月
婿
嚴
婬
時
必
霧

お
閥
い
舎
せ

　
滋
越
帯
文
化
糠
興
諜

　
簸
0
2
5
5
－
2
6
－
5
圭
王
王

自
衛
隊
生
徒

　
　
　
　
募
集
案
内

　
縫
・
海
・
窪
欝
衛
隊
の
専
糊
技
術

煮
を
養
成
す
る
舗
慶
で
、
摩
学
校
卒

叢
轡
（
鷺
込
み
〉
を
短
象
と
し
、
4

年
闘
の
教
育
を
終
了
す
る
と
3
等

陸
・
海
・
空
灘
に
昇
錘
す
る
．
盤
縫

教
欝
3
年
終
了
縛
に
は
、
轟
簸
学
校

卒
業
の
資
格
を
取
得
し
ま
す
、

受
付
期
間

　
厳
月
6
残
（
鍔
）
～

　
　
　
　
　
　
1
月
5
欝
（
金
）

採
駕
予
定
数

　
陸
　
　
約
蜘
名

　
海
　
　
約
6
0
名

　
塞
　
　
約
5Q
名

応
募
資
格

　
　
鷺
添
麟
籍
を
有
し
、
平
成
欝
年

　
4
月
王
鷺
税
荏
、
絡
歳
以
上
貸
歳

　
来
満
の
男
子
で
巾
栄
校
卒
業
奢
ま

　
た
は
、
中
等
教
袴
学
校
の
餉
記
修

　
奢
（
平
成
捻
薙
3
鍔
に
中
学
校
率

　
業
毒
も
し
く
は
中
等
教
膏
学
校
の

　
鹸
期
繰
穣
修
了
見
込
み
の
も
の
を

　
含
む
）

試
験
　
1
次
試
験

　
　
平
成
捻
年
王
月
7
撫
官
）

　
試
験
場

　
　
陸
上
霞
徹
隊
轟
田
駐
屯
地
予
定

身
分
・
待
遇

　
特
劉
職
懸
家
公
務
鰻

　
初
任
給

　
　
1
5
5
、
9
0
0
円

萄
薄
感
謝
剥
，

　
時
袖
会
纈
祉
協
議
会
に
ご
欝
付
が

あ
り
ま
し
た
、
町
蕪
宅
橿
祉
の
た
め

に
濡
胴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。

◆
依
藤
明
彦
様
　
5
0
、
O
O
O
門

モ
ミ
き
き
モ
き
ミ

㎜皿一

今すぐ確認！最低賃金

新潟県最低賃金
　　（平成捻難9月3Qβから）

5，089円

　637円

β額
時間給

一噛

　㎜
　｛｝■｝肺

霊2

　　　勲　鎌灘

麟
襯
㈱
、
遜

特
犠
支
給
の
老
齢
摩
生
年

金
等
の
受
給
者
は
6
5
歳
か

ら
老
齢
纂
礎
年
金
・
老
齢

厚
焦
年
金
を
受
け
ま
す

　
犀
生
葎
金
保
険
の
被
保
険
警
期

間
が
工
奪
以
上
あ
っ
て
、
老
齢
基

礎
葎
金
の
受
給
資
格
期
醐
を
満
た

し
て
る
6
0
歳
以
上
の
入
に
は
、
薦

歳
に
な
る
ま
で
、
潭
慮
奪
金
保
険

か
ら
特
劉
支
総
の
管
齢
解
生
嬢
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
．

　
な
お
、
こ
の
特
甥
支
給
の
老
齢

膿
生
薙
金
は
、
平
成
爲
庫
度
か
ら

平
成
器
俸
度
に
か
け
て
．
3
薙
ご

と
に
王
歳
ず
つ
の
翻
舎
で
支
給
闘

嬌
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
将
來

的
に
は
特
別
支
給
の
老
齢
爆
生
奪

金
が
報
醐
此
例
部
分
相
当
の
老
齢

漂
生
年
金
へ
と
段
階
的
に
切
り
換

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

男子の支給開始年齢

辰頼、、年、霧、告以詠L擁磐

昭柳6年4簿2総～昭和王8年4月珊　　6王歳
！昭稀18奪4帽2欝～昭和20年4月1濤　　62歳
モ

昭和20薙4月2翅～昭翻22鶴4月磯　　63歳
　雛捧艮22‘年4月2鷺～貸召翠舞24舞三4月　1資　　　　　　64毒舞

趨塑年姻2鷺以降．　．．．、、．65糞．」

　
特
溺
支
給
の
老
齢
縷
癒
無
金
等

の
受
給
麿
が
65
歳
と
な
っ
た
と
き
、

老
齢
基
礎
奪
金
と
老
齢
犀
盤
奪
金

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

女子の支給闘始隼齢

　　　　　盤　年　月　β　　『　　　r翼給醗始年齢「

　　　　　　　　　轟　　　　　一　　ト　　　↓
昭和21葎4月三欝以髄～　　　　　　　i　60歳
昭和雛鰯4月2鷺～昭憩23無4月嫉葺i　醗歳

昭和23年4月2概～昭和25年4月経ヨ　　62歳

繍25鯉月2旧～繍27簸月珊163歳
　雛1輸躍和29塑欝撰叢

一
　
　
　
　
　
　
　
き
多
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奮
｝

訂
、
正
と
お
詫
び

　
　
鐙
月
弩
の
随
筆
リ
レ
ー
で
嬢

議
会
議
籔
の
中
想
彰
さ
ん
の
奥

　醜

が
総
之
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
訂
薫
し
お
詫
び
し
ま
す
。

　
　
　
ゆ
も

勲
撤
総

み
馨

菱
、
嬰

書欝灘灘麟菱－簗藩諺耀奪難麟蔓壷・・粥驚灘、菱・虐一・一1一・・一一一』蕗一・一一獄一一…一一昏一一・・獲筆脇轡一

岡
の
そ
枚
る㎏

　
浦
田
の
棚
繊
も
豊
作
の
よ
う
で
す
。

一
概
に
欝
べ
な
い
昨
今
で
す
。
栽

闘
ニ
ア
レ
ビ
で
報
遊
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
豊
作
に
よ
り
米
緬
が
罫
が
り
、

さ
ら
に
減
反
の
拡
大
と
広
が
る
よ
う

で
、
大
変
瞬
っ
た
こ
と
で
す
。

　
「
そ
ば
し
の
撮
来
は
、
今
年
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
少
し
心
醍
し
て
お
り

ま
す
。
昨
葎
は
も
う
少
し
の
と
こ
ろ
、

風
や
雨
に
打
た
れ
予
想
さ
れ
た
ほ
ど

の
量
が
穫
れ
な
か
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
．　
お
か
げ
さ
ま
で
そ
ば
処
「
ほ
ほ
え

み
」
も
醐
店
三
周
葎
を
遼
え
る
こ
と

が
綴
来
ま
し
た
．
町
内
の
皆
々
様
を

始
め
遠
方
は
塒
玉
や
欝
馬
、
ま
た
、

中
に
は
イ
ン
タ
華
ネ
ッ
ト
を
見
て
東

窟
か
ら
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
深
く
考
え
な
い
で
婚
め
た
「
そ
ぱ

屡
漏
、
簸
初
か
ら
照
っ
た
こ
と
は
、

誰
と
し
て
そ
ば
打
ち
の
経
験
轟
が
い

な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
．
簡
単
に
で

き
る
と
は
患
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
三
カ
月
、
六
カ
月
と
月
日
が
遇

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
る
照
「
金
を

出
し
て
ま
で
食
べ
る
そ
ば
で
な
い
恥

劃
由
定
一
さ
ん

　
　
　
　
上
之
由
（
か
ず
え
ん
）

と
欝
わ
れ
た
。
今
に
し
て
思
う
と
正

直
欝
っ
て
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま

す
。　
「
こ
う
も
し
幅
あ
…
も
し
て
作
り

続
け
て
数
ヶ
月
、
あ
る
鷺
「
賄
よ
り

ず
っ
と
美
瞭
し
く
な
っ
た
よ
。
今
度

こ
う
し
て
作
っ
て
み
て
は
幅
と
お
客

さ
ん
か
ら
種
々
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
，
お
客
様
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
、

　
「
今
年
に
な
っ
て
三
醐
目
で
す
．

だ
ん
だ
ん
と
美
味
し
い
そ
ば
に
な
っ

た
よ
、
頑
張
っ
て
、
東
束
よ
り
恥
．

「
簸
近
食
べ
た
そ
ば
の
内
、
　
一
番
私

の
鑓
に
合
っ
て
い
た
。
よ
り
岬
麟
の

硯
究
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
川
欝
市

よ
り
脇

　
こ
の
よ
う
に
し
て
大
勢
の
お
客
様

か
ら
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
変
わ
ら
ず
の
ご
支
援
を

い
た
だ
け
る
よ
う
揖
々
努
力
を
し
、

皆
々
様
か
ら
欝
ん
で
い
た
だ
け
る

　「

そ
ば
縣
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
は
、
先
月
当
町
に
お
い
て
親
子

三
代
絵
の
展
覧
会
を
闘
か
れ
た
黒
禽

の
小
兇
美
購
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
ま
す
。

評3
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［
多
｝
　
多
筆
　
毫
，
　
量
｛
，
　
量
　
毫
，
呈
｝
　
量
　
…
量
げ
ξ
多
　
甲
　
…
艦
…
…
…
…
…
…

骨
髄
バ
ン
ク
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
縫
漁
病
や
璽
症
講
盤
不
畏
性
貧
臨

な
ど
の
漁
液
疾
愚
に
よ
り
梅
葎
約
6
、

O
O
O
入
の
方
が
敷
く
な
っ
て
い
ま

す
．
骨
髄
移
植
は
、
こ
れ
ら
の
疾
患

に
奮
効
な
冶
療
法
で
す
。

　
移
槌
す
る
に
は
、
患
煮
と
轡
髄
提

供
奢
（
ド
ナ
…
〉
の
闘
甑
球
の
型
が

一
致
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
確
率
は
大
変
低
い
た
め
、
多
く

の
ド
ナ
ー
を
募
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

　
患
潔
に
希
望
を
与
え
る
の
は
、
あ

な
た
の
優
し
さ
と
勇
気
に
よ
る
「
ド

ナ
ー
登
録
扁
で
す
．

お
閥
い
合
わ
せ

　
（
財
）
轡
髄
移
植
推
進
財
懸

　
倣
〇
三
2
0
－
4
4
5
－
4
4
5

秋
の
火
災
予
防
運
動

火
を
つ
け
た

　
　
あ
な
た
の
責
儀

　
　
　
　
　
　
簸
後
ま
で

　
M
月
9
欝
～
雄
環
ま
で
の
7
鷺
間

は
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
で
す
、

往
竃
火
災
が
大
き
く
増
え
て
い
ま
す
。

次
の
点
に
淺
愈
し
ま
し
ょ
う
．

①
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
、

⑫
ス
ト
ー
ブ
は
，
燃
え
や
す
い
物
か

　
ら
離
れ
た
位
置
で
使
規
す
る
．

鯵
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
か
ら
離

　
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
溝
す
．

＠
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
竃

　
用
火
災
警
報
雛
を
設
罎
す
る
、

⑤
縷
具
や
衣
類
か
ら
火
災
を
防
ぐ
た

　
め
に
、
防
炎
製
贔
を
縫
用
す
る
．

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
滴
す
た
め

　
に
、
盤
篭
駕
漉
火
羅
を
騰
え
る
。

⑦
お
奪
欝
り
や
体
の
不
自
懲
な
人
を

　
守
る
た
め
に
、
隣
近
筋
の
協
力
俸

　
鰯
を
作
る
、

鍋講響劉　
小
林
露
経
醐
伯
は
、
上
越
欝
が
盤

ん
だ
偉
人
で
、
そ
の
邸
竃
が
旛
し
ま

れ
な
が
ら
東
東
で
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

上
越
毒
で
は
、
そ
の
近
代
数
霧
屡
建

纂
の
占
経
邸
を
復
元
す
る
事
業
に
・
徽

り
継
ん
で
い
ま
す
、

　
平
成
捻
年
春
オ
ー
プ
ン
す
る
「
小

林
潜
径
邸
漏
の
P
R
期
ボ
ス
タ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
を
擦
築
し
ま
す
．

賞
金
　
採
用
作
繍
漢
点
　
5
0
万
円

作
贔
内
容

　
　
小
林
吉
径
邸
が
、
古
径
を
偲
ぶ

　
窪
問
で
あ
る
と
と
も
に
、
吉
照
五

　
十
八
設
計
の
近
代
数
窃
屡
建
築
を

　
鑑
賞
す
る
場
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ

　
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
墓
集
し
ま

　
す
．

慮
募
作
贔

　
　
露
作
の
未
発
糞
作
繍
と
し
、
1

　
人
2
点
以
内
．
藤
材
は
自
撫
．
イ

　
ラ
ス
ト
ボ
ー
ド
等
の
パ
ネ
ル
仕
上

　
げ
で
あ
る
こ
と
。

応
募
締
切

　
駕
月
婿
嚴
婬
時
必
霧

お
閥
い
舎
せ

　
滋
越
帯
文
化
糠
興
諜

　
簸
0
2
5
5
－
2
6
－
5
圭
王
王

自
衛
隊
生
徒

　
　
　
　
募
集
案
内

　
縫
・
海
・
窪
欝
衛
隊
の
専
糊
技
術

煮
を
養
成
す
る
舗
慶
で
、
摩
学
校
卒

叢
轡
（
鷺
込
み
〉
を
短
象
と
し
、
4

年
闘
の
教
育
を
終
了
す
る
と
3
等

陸
・
海
・
空
灘
に
昇
錘
す
る
．
盤
縫

教
欝
3
年
終
了
縛
に
は
、
轟
簸
学
校

卒
業
の
資
格
を
取
得
し
ま
す
、

受
付
期
間

　
厳
月
6
残
（
鍔
）
～

　
　
　
　
　
　
1
月
5
欝
（
金
）

採
駕
予
定
数

　
陸
　
　
約
蜘
名

　
海
　
　
約
6
0
名

　
塞
　
　
約
5Q
名

応
募
資
格

　
　
鷺
添
麟
籍
を
有
し
、
平
成
欝
年

　
4
月
王
鷺
税
荏
、
絡
歳
以
上
貸
歳

　
来
満
の
男
子
で
巾
栄
校
卒
業
奢
ま

　
た
は
、
中
等
教
袴
学
校
の
餉
記
修

　
奢
（
平
成
捻
薙
3
鍔
に
中
学
校
率

　
業
毒
も
し
く
は
中
等
教
膏
学
校
の

　
鹸
期
繰
穣
修
了
見
込
み
の
も
の
を

　
含
む
）

試
験
　
1
次
試
験

　
　
平
成
捻
年
王
月
7
撫
官
）

　
試
験
場

　
　
陸
上
霞
徹
隊
轟
田
駐
屯
地
予
定

身
分
・
待
遇

　
特
劉
職
懸
家
公
務
鰻

　
初
任
給

　
　
1
5
5
、
9
0
0
円

萄
薄
感
謝
剥
，

　
時
袖
会
纈
祉
協
議
会
に
ご
欝
付
が

あ
り
ま
し
た
、
町
蕪
宅
橿
祉
の
た
め

に
濡
胴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。

◆
依
藤
明
彦
様
　
5
0
、
O
O
O
門

モ
ミ
き
き
モ
き
ミ

㎜皿一

今すぐ確認！最低賃金

新潟県最低賃金
　　（平成捻難9月3Qβから）

5，089円

　637円

β額
時間給

一噛

　㎜
　｛｝■｝肺

霊2

　　　勲　鎌灘

麟
襯
㈱
、
遜

特
犠
支
給
の
老
齢
摩
生
年

金
等
の
受
給
者
は
6
5
歳
か

ら
老
齢
纂
礎
年
金
・
老
齢

厚
焦
年
金
を
受
け
ま
す

　
犀
生
葎
金
保
険
の
被
保
険
警
期

間
が
工
奪
以
上
あ
っ
て
、
老
齢
基

礎
葎
金
の
受
給
資
格
期
醐
を
満
た

し
て
る
6
0
歳
以
上
の
入
に
は
、
薦

歳
に
な
る
ま
で
、
潭
慮
奪
金
保
険

か
ら
特
劉
支
総
の
管
齢
解
生
嬢
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
．

　
な
お
、
こ
の
特
甥
支
給
の
老
齢

膿
生
薙
金
は
、
平
成
爲
庫
度
か
ら

平
成
器
俸
度
に
か
け
て
．
3
薙
ご

と
に
王
歳
ず
つ
の
翻
舎
で
支
給
闘

嬌
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
将
來

的
に
は
特
別
支
給
の
老
齢
爆
生
奪

金
が
報
醐
此
例
部
分
相
当
の
老
齢

漂
生
年
金
へ
と
段
階
的
に
切
り
換

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

男子の支給開始年齢

辰頼、、年、霧、告以詠L擁磐

昭柳6年4簿2総～昭和王8年4月珊　　6王歳
！昭稀18奪4帽2欝～昭和20年4月1濤　　62歳
モ

昭和20薙4月2翅～昭翻22鶴4月磯　　63歳
　雛捧艮22‘年4月2鷺～貸召翠舞24舞三4月　1資　　　　　　64毒舞

趨塑年姻2鷺以降．　．．．、、．65糞．」

　
特
溺
支
給
の
老
齢
縷
癒
無
金
等

の
受
給
麿
が
65
歳
と
な
っ
た
と
き
、

老
齢
基
礎
奪
金
と
老
齢
犀
盤
奪
金

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

女子の支給闘始隼齢

　　　　　盤　年　月　β　　『　　　r翼給醗始年齢「

　　　　　　　　　轟　　　　　一　　ト　　　↓
昭和21葎4月三欝以髄～　　　　　　　i　60歳
昭和雛鰯4月2鷺～昭憩23無4月嫉葺i　醗歳

昭和23年4月2概～昭和25年4月経ヨ　　62歳

繍25鯉月2旧～繍27簸月珊163歳
　雛1輸躍和29塑欝撰叢

一
　
　
　
　
　
　
　
き
多
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奮
｝

訂
、
正
と
お
詫
び

　
　
鐙
月
弩
の
随
筆
リ
レ
ー
で
嬢

議
会
議
籔
の
中
想
彰
さ
ん
の
奥

　醜

が
総
之
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
訂
薫
し
お
詫
び
し
ま
す
。

　
　
　
ゆ
も

勲
撤
総

み
馨

菱
、
嬰

書欝灘灘麟菱－簗藩諺耀奪難麟蔓壷・・粥驚灘、菱・虐一・一1一・・一一一』蕗一・一一獄一一…一一昏一一・・獲筆脇轡一

岡
の
そ
枚
る㎏

　
浦
田
の
棚
繊
も
豊
作
の
よ
う
で
す
。

一
概
に
欝
べ
な
い
昨
今
で
す
。
栽

闘
ニ
ア
レ
ビ
で
報
遊
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
豊
作
に
よ
り
米
緬
が
罫
が
り
、

さ
ら
に
減
反
の
拡
大
と
広
が
る
よ
う

で
、
大
変
瞬
っ
た
こ
と
で
す
。

　
「
そ
ば
し
の
撮
来
は
、
今
年
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
少
し
心
醍
し
て
お
り

ま
す
。
昨
葎
は
も
う
少
し
の
と
こ
ろ
、

風
や
雨
に
打
た
れ
予
想
さ
れ
た
ほ
ど

の
量
が
穫
れ
な
か
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
．　
お
か
げ
さ
ま
で
そ
ば
処
「
ほ
ほ
え

み
」
も
醐
店
三
周
葎
を
遼
え
る
こ
と

が
綴
来
ま
し
た
．
町
内
の
皆
々
様
を

始
め
遠
方
は
塒
玉
や
欝
馬
、
ま
た
、

中
に
は
イ
ン
タ
華
ネ
ッ
ト
を
見
て
東

窟
か
ら
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
深
く
考
え
な
い
で
婚
め
た
「
そ
ぱ

屡
漏
、
簸
初
か
ら
照
っ
た
こ
と
は
、

誰
と
し
て
そ
ば
打
ち
の
経
験
轟
が
い

な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
．
簡
単
に
で

き
る
と
は
患
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
三
カ
月
、
六
カ
月
と
月
日
が
遇

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
る
照
「
金
を

出
し
て
ま
で
食
べ
る
そ
ば
で
な
い
恥

劃
由
定
一
さ
ん

　
　
　
　
上
之
由
（
か
ず
え
ん
）

と
欝
わ
れ
た
。
今
に
し
て
思
う
と
正

直
欝
っ
て
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま

す
。　
「
こ
う
も
し
幅
あ
…
も
し
て
作
り

続
け
て
数
ヶ
月
、
あ
る
鷺
「
賄
よ
り

ず
っ
と
美
瞭
し
く
な
っ
た
よ
。
今
度

こ
う
し
て
作
っ
て
み
て
は
幅
と
お
客

さ
ん
か
ら
種
々
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
，
お
客
様
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
、

　
「
今
年
に
な
っ
て
三
醐
目
で
す
．

だ
ん
だ
ん
と
美
味
し
い
そ
ば
に
な
っ

た
よ
、
頑
張
っ
て
、
東
束
よ
り
恥
．

「
簸
近
食
べ
た
そ
ば
の
内
、
　
一
番
私

の
鑓
に
合
っ
て
い
た
。
よ
り
岬
麟
の

硯
究
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
川
欝
市

よ
り
脇

　
こ
の
よ
う
に
し
て
大
勢
の
お
客
様

か
ら
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
変
わ
ら
ず
の
ご
支
援
を

い
た
だ
け
る
よ
う
揖
々
努
力
を
し
、

皆
々
様
か
ら
欝
ん
で
い
た
だ
け
る

　「

そ
ば
縣
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
は
、
先
月
当
町
に
お
い
て
親
子

三
代
絵
の
展
覧
会
を
闘
か
れ
た
黒
禽

の
小
兇
美
購
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
ま
す
。

評3



篭◎講饗箋翻聾藤！

　　縫翻講
　　　　　　　　　　　　　　　広報
松違出嚇費i場電譜番欝一覧i

総務諜02蕊騒6一鍵雛（機義）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の税務釜諾拳諜　　6－3蓬§2

産業諜　　解3菱鑓
振興諜　　　　6一鍵騒

建設企業諜

（建　設養　　ε一雛3駆

縫欝塞i遊》　＄一雛62

議会事務篇　　6一雛鱒
　　　　　　　　　　発行縣〆平成罵葎捻月8興　織藥・発行ノ松之患醗役場聡務駿
保繊獄磐一礫鎌麗　　　亨槻一玉魏籔縣東蝦融之鯛大撒之鶴2王2－2館L螂灘舗織汽蝋蝋9－6綿5

覆鑑紙姦穫駕磁憲麟ま綾

棚田写真コンテスト最優秀賞
　　　「夜明け」（琳越〉

　　　　　　　　　　　　　　　静岡県佐野和也さん

圃圃回團
おめでた（出生〉

太郎ちゃん　小野塚　賢・裕子さん

　　　　　　　　湯　本（和泉屡）
あ　も

亜弓ちゃん　久保肥久夫・春子さん

　　　　　　　　新肥（宅院）

おくやみ（死亡〉

和久井　正さん　85歳　水梨（しもの親家）

小臼　ヨシさん　74歳　湯　i薫（古屋i敷〉

布施　ハルさん85歳黒　倉（二枚田〉

佐藤　ツゲさん　83歳　天水越（、三闘郎）

小野塚ハツ子さん　92歳　天水越（隣）

＊10月建1から10月3堀までの届患分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届出の時に

窓r：コにお話ください。

⑳◎⑱（題〉

　　　　　王0月3ま欝現窃三．

総人口　3，222人←一焉〉

　男王，555人←一5）

　女1，667人（一！0）
－建ヒ帯数　　三，！20ア晒　（一　4）

　　　（）内は前月との比較

町民憲章蓑，翫、，53年7月鐸2彗定

わたしたちは松之山跡民です。郷Lを愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう．

町民の1欝葉

　i、美しい緑と鱈の中で

　　　　　　心豊かな人になろう
　1、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　連体の心をもとう
　1、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　創造の々を剛めよう

え・うちのおかあさん

婁嘱謬緊←
高橋智輝くん

天水島（こびき〉

お母さんと妹の翰奈がお家か

ら出てきて、虹とお花を見てい

るところ、

騰
覆

　
ノ

◇紛月の出来事

9翅　湯鳥駅伝大会

13欝　郡美術展　照季彩展

22臼　県知事選挙投票iヨ

29冒　時農業祭・芸能祭

　　長澤美希ちゃん

　　天水島（みはらし〉

お母さんが磁か‘降りたら、

トンボが飛んでいて、じフと箆

ているところ．

◇”月9田～稔月8臼の予定

9揖　秋の火災予防運動

　　　　　　絡臼まで
圭2績　さわらび祭

269　民俗資料館闘館

　　郡囲碁大会

12月14・28

董5

＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
夢
日
記
よ
り
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
携
帯
電
謡
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
出
来
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
社
会
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
、
本
や
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

新
聞
な
ど
の
既
存
の
傭
報
媒
体
を
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

追
い
抜
く
可
能
性
さ
え
患
て
き
ま
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

し
た
、
本
が
大
好
き
人
問
の
私
と
し
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

て
は
、
少
し
残
念
な
話
で
す
が
、
カ
一

タ
ロ
グ
程
度
の
備
報
鷺
で
あ
れ
ば
、
　
㎜

必
要
な
物
だ
け
を
検
索
し
て
素
県
㎜

く
見
る
だ
け
な
ら
、
本
は
イ
ン
タ
…
㎜

ネ
ッ
ト
に
負
け
て
し
ま
う
で
し
ょ
　
㎜

う
。
こ
れ
も
多
様
性
の
一
つ
の
手
段
㎜

と
考
え
れ
ば
便
利
な
も
の
で
し
ょ
㎜

う
が
、
味
気
な
さ
を
感
じ
ま
す
。
梼
㎜

報
雛
の
豊
冨
さ
や
じ
っ
く
り
読
め
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
㎜

る
な
ど
本
の
鍵
さ
は
飽
に
カ
な
う
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

も
の
が
な
い
と
思
う
の
で
す
が
．
　
｝
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